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友
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。
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。
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又
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又
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熟
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熟
練
努
働
客
及
び
不
熟
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。
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搬
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熟
練
工
の»
合
で
あ
る0

そ

：
れ

故

：
に
：
其

E

的
と
す
る
處
は
、'職
業
1

の
，思
想
に
塞
き
職
業
：上
若
く
は
技
能

-
1
|
の
.局
：限
ぜ. 
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；
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蠢
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す.る
1|
]

策

：
と
速
用
と
ト
&

勞
働
者
の
國
結
を
圆
る
に
.あ
，つ
^

?
而
し
て
こ
れ
に.依
り
て
：、
：
產
業
替
理
：に
對
し
て

.11
£
に
太
な
：る
支
配
權
を
獲
得
し
、
終
局
.に
於
て
は 

，勞
働
翁
の
完
全
な
る
勝
利
を
確
保
し
や
ぅ
と
す
る
に
あ
つ
た
。
尙
ほ
此
の
運
動
の
指
導

^

^
は
、
地
方
的
又
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が
あ
る
か
ら
、
此
處
に
そ
れ
を
繰
返
す
必
要
は
あ
る
ま

い

。

パ

拙

靖
T

メ

リ

力
#
働
階
級
の
政
治i

と
社
會
主
義
思
想

」(

一一

j

.
 

m
學
會
雜
誌
第
二
十
四:^
第
仇
號)

、「〗

八

：
七

八

年

以

降

に

於

け

る

ア

：
メ

リ

ヵ

；
め
：
新

勞

働

齟

合

遷
」(

同

笫

ニ

十

四

卷

第

十

|
|

)「『

ナ

イ 

ツ
•
ォ

ブ

•
レ

1

パ

ー

』

の
'構
成
と
其
勢
力
の
消
長
：

」(

同
第
.二
.十
五
.卷
笫
三:«「

第
十
九
佌
紀
末
葉
.に
於
け
名
ア

メ

リ

力

勞
働
連
動
概
觀

」 

(

伺
第
こ
十
五
卷
第
八
號
：

)

O
Tナ
イ
ツ
•オ
ブ
•
レ
ー
バ
ー』

の
理
#
と
す
ネ
と
こ
ろ
は
，、
，
賃
銀
制
度
の
破
壞
で
あ
り
、
總
て
の
.生
產
的
勞 

働
者
の
聯
合
を
飢
織
し
、
協
同
主
義
に
蕾
て
事
禮
を
經
營
し
、
又
政
治
的
活
動
を
促
進
し
て
社
會
狀
態
を
一
；新
す
る
に
あ
つ
セ
。
個 

々
^
職
業
上
.
'の.利
益
は
：*
1切
全
體
の
福
祉
に
從
屬
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、

：

筋
肉
勞
働
者
の
み
な
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
階
級
が
協
力
し
て
新
社 

會
；の
建
設
を.な
す
の
で
あ
るo『

ナ
イ
ツ
•
オ
ブ•
レ
I

X
丨』

は
一
八
八
六
年
に
至
る
ま
で
非
常
な
る
發
達
を

遂
げ
、

.時
組
合
員
が
七 

斤
萬
を
超
ゆ
る
成|
-況
を
見
た
が
、.遂
:5
^
メ
リ
カ
勞
働
聯
合

』
(

>
日
5

0§ Federation 

of L
a
b
o
r 

V
1C
®
倒
せ
ら
^
た
。
其
失
敗
せ 

る
原
因
は.
々
あ
る
o
第
ー
.に
協
同
生
義
の
事
業
經
營
が
、

.事
務
的
經
驗
の
缺
乏
と
內
部
不
和
と
外
部
の
反
對
と
に
ょ
り
て
破
_

せ
ら 

れ
た
る
と
と
、■第
二
に
政
治
的
说
動
が
一
時
成
功
せ
る
も

;-
'1却
つ
て
分
裂
の
胚
因
を
生
ぜ
，し
め
た
る

こ
.

と
、
第
三
に
多
數
の
激
烈
な
る 

ス
ト
ラ
イ
キ
が
、
財
政
的
負
檐
と
こ
の
團
體
の
組
織

.上
の
根
本
的
缺
陷i
の
爲
め
に
、
遂
に
團
體
其
も
の
を
分
裂
に
導
き
た
'る
こ
と
が 

擧
¥
ら
れ
る
。
併
し
乍
ら
こ

れ

ょ

り

%

大
な
る
原
因
は
、
こ
の
團
體
の
li
l
織
が
眞
實
產
業
的
利
害
關
係
に
立
脚
せ
ず
、
.勞
働
者
惘
の
速 

帶
觀
念
が
十
分
に
發
達
し
な
か
:0
灸
こ
と
に
あ
る0
' 

.

ア

メ

9

タ

に

淤

け

，

0

產

業

別

勞

働

组

合

遝

動

ー

斑

 

五

(

ー

三

七

」
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ァ
メ
リ
ヵ
に
於
け
る
庫
業
別
勞
俲
妞
合
遝
動

1

班 

六

(

ニ
一
一
七.四
：

)

:

ハ

『
T
: 

メ

リ

，
力

努

働

聯

合

』

は

1

八

八

，
一

.

年
其
前
翁
％
創
立
を
見
た6

で
あ
る
，が
、
其
當
時
よ
.り
產
樂
別
勞
働
組
合
主
義
よ
り
も
職
業
別 

勞
働
歷
ロ
虫
義fo
藤
い
：て
、
：伺I

 

.の

職

業

：に
，
雇-^
者

の

谷

「

！
；
；
ナ
：
イ

'
?
-
オ

ブ

，
レ

；

■>
<

1
J
.
の
.權
成
.
と

：
其

§
^
ゐ

.
消

長|_
-ジ
0

1

優̂
等
は
相
馮
す
る
へ
勞
働
を
汝
ず
者
の
間
に
：連

'^

が
掘
職
で
あ.
り
、.
叉
熟
練
赞
働
密
が
勞
猶
狀
態^

改
善
す̂

こ
と̂
.

>

窮
極
.
'に
.
於
._て4

皎
"に
有
利
な
る
効
枭
を
潇
す
こ
士
を
信
じ
て

t

o
 :

こ
：れ

驾

：ナ
ィ
ッ>
ォ
'ブ
•レ
へ1
:バ
ー1

の
經
：驗
に
鑑
み̂

^

る
。
乃.
ち
個
.

々
：：
.

|

働
組
合
間
に
於
け
る
境
|

肋
題
が
そ
れ
で
意
へ
て
、
特
殊
の
作
業
過
程

.

|

.
術
の
變
化.
に
よ
り
、
新
：し
き
分
業
に
よ
り
、
新
し
身
材
料
：の
出
現
等
杧
よ

.り
1:

屢
.

々
激
爭
が
：惹
起
さ
れ
る
の
.

で
あ
る0

前

し

て

と

れ

.
に 

乘
じ
て
事
業
主
は
勞
働
者
の
：協
カ
を
妨
げ
る
離
間
策
を
講
ず
る

;0
'
.
團
體
做
約
を1!
改
す
る
に
當
り
、

，

若
し
く
は
ス
ト
ラ
ィ
キ

：

に
當
り
、 

彼
等
と.
個
別
的
に
安
協
し
.
て
と
れ
を
破
壌
す
る
。

■
，
そ
れ
故
に
益..ヤ
發
達
ず
る
資
本
奚
カ
fc

對
抗
す.
る
.
爲

め

：
に
：
巧
 

は
信
賴
す
る{C
足
り
な
い
の
で
あ
る
士
、
，
產
業
別
勞
働
組
合
*
賛

成

著

は

生

張

す

る

.0
''
:
 

_

而
し
て『

ア.

メ
，
リ

ヵ

勞

働

聯

合

J

tt
:

加
盟
.
せ
る
妞
合.Q

間
に
も
こ
れ
に_

す
る
，信
今
客
懷
く
も
.
の'
が
あ
り
、''.
ヲ
^

大

方

針

を

改

革

す

る

要

求

が

起

り

、

C
れ

.が
爲

め

に

加

盟

組

合.の
：
脫

退

交：は

除

名
.が
繰

返
.へ
'さ
れ

た
0
:然
加

も『

T

X

V力
勞

働

聯

合

』

. 

は

尙

ほ

依

然

と

し

弋

舊

來

の

傳

統

を

維

持

し

て

ゐ

る

が

、

*
そ

の

伽

盟

組

合

ひ

中

に

於

て

、

^

^

に

摩

門

的

職

業

に

恶

礎

を

篮

け

る

鈕

合
 

は

.必
ず

し

も

多

數

で

は

な'い
。

^
大

半

は

相

關

聯

せ.る
職

業

：
の

結

合

常

る

組

合

；で

^
るQ

'

'

•*
個
の
猢
聯
せ
，
.る
.
業
を
#
合
す
る
組
識
杧
は
：
1ー'
6知
形
態
#

龙

名

デ

其

：
ー
：
は

完

事
せ
る
總
て
の
勞
働
容
及
び
こ
れ
に.關
聯
す
.る
總
て
の
勞
働
者
，を
組
織
す
る
も
の
で.あ

る

。

典

ニ

は
.準

產

業

別

勞

働

耝

合

で

.、

特

宛

の 

產
業
に
從
事
せ
る
蓄
諸
の
.一
部
分
を
組
®

す

る

も

の
.

で
あ
る

，。

余
に
共
一.一ー

ば

蒙

主

ゼ

異

に

す

る

：
が

、
-
勞

働

者

の

使

用

す

る

材

料

が

共
通
で
あ

る

と
#
ふ
理
出

に

よ
.り
て

> 
飢

合

だ

組

織

す

る

も

の

セ

お

る

。

猶

？

0

形
態̂

¥

る

も

.の
に
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ア
メ
リ

ヵ

國

際

海

員

組

.

.

.

.
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f international. s

e
a
m
e
.
n
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n
i
o
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m
e
r
i
c
a
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，國

祭

沖
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組
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Associwtillo
ノ

と

が
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X
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-

擧

げ

ら

れ

る
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一
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す
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飢
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. cutt
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•

屬

す
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ふ
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が

出

來
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次
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第

ー

ニ

わ
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謂

材

料

別

勞

働

組

合
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^
て

ば
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メ

^
ヵ

合
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エ

揞
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組

合̂
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^
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l
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n
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が
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組
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顕

ぜ
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れ
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組
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他

の

形

態

は

、

相

關

聯

す

る

職
_
私

於

け

る

勞

働

組

舍

の

聯

合

體
0

1
比

こ

.
れ

を

見

る
こ
と
が
出
來
る4
此
聯
合
.
體

の

自

的

は

各

個

の

鈕

合

の

填

界

を

«:
定
1>
:
:共
同
動
作
を
您
ず̂
あ
る
.
0
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ア
メ
リ
ヵ
勞
働_
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が
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あ
る
。
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の

部

は

加

盟

せ

る|1
1
ム
ロの
間

に

權
力
を
分

割

す

石

こ

と

：によ
り
て

^
目
的
を容
易

に

實

現

し

得

ざ

る

缺

陷

を
 

有

す

る
o
.而
し

て

粟

ら

に

大

な.る
^'
合

の
.必
：
要

：
な

る£
と

，を

杨

語

る

も

の

で

、

そ

れ

に
一
步

近

づ

き

た

る

も

の

が

次

に

論

述

す

る

『

ア 

メ

リ

力

勞

働

聯

合

』

に

加

盟

せ

一

る

若

千
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組
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l
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ニ

『

ア
メ
リ
カ
勞
慟
聯
合

』

に
加
盟
せ
る
産
業
別
勞
慟
組
合

‘

.『

ア

メ

リ
/
勞

働

聯

合』

に

於

け

る

簾

別

勞

働

組

合

の
.表

る

も

の
.は
、
'石
炭

坑

夫

め

：
組.合
と

金

：屬

坑

夫

Q

馨

と

靈

エ

の

紐

合
 

と

が

代

表

し

て

ゐ

る

。

其

第
I

I
冬

べ

.碁

a
' 

A
l
a

)

と
稱
せ
ら
れ
、

一.

八
九o
年
組
織f

れ
た
々
こ
れ
は
そ
の
以
前
に
於
け

る

『

ナ

ィ

ツ
•
オ

ブ

•
レ

丨

バ1』

に

屬

す

る

 

'

『

扩

夫

釤
"
务

位

煑

1
隊

聯

合』
(National'Federation 

of .Miners 

and. M
i
n
e

 Laborers.)

.と『

第

百 
一
二

十
五

全

國
諸
業協
議

會』

 

(National.Trades 

A
s
s
e
m
b
l
y

 

of 

N
o
.

 

1
3
5
)

と
が
合
併
し
て
成
一
立
せる
も
の
で
、
入
種
的
並
び
に
社
會
的

偏

見

を

捨

て

、

總

て

の
 

.

.鑛U
勞
働
者
が
こ
れ
に
加
入
す

る

に

至
.つ
た
の
であ
る

？

而
し..て此
龃
合
に
は
、
r
大
工
、鎭
エ

‘

鍛
冶
工
、
荷
役
人
夫
、
御
苕
、

平
 

石
採
取

H

益
五
十
餘
嵇
の
作
業
篇
事
す
る
，勞
働
者
が
包
括
ぜ
ら
れ
、

.然
かI

の
大
多
數
は
外
國
生
れ

：

の
不
熟
練
職
工
ょ
り
成 

o
て
ゐ
る
。

(

甜

稿「

ヨ

ー

ド

ッ

。
ハ.戰
郇

撕

爾

の

ア

：
メ

リ

カ

勞

働

鈕

合

蓮

動

」(
前

揭

、

四
|
.丨

五

；六
^

『

ア
リメ
力

合

同

鑛“
勞

傲

衆

組

合』

§

靡

し

た

る
ス

ト
ラ
イ
キ
'の
主

な

る

も
0と
し

で

は

、

先

づ

一

.
九
--
-
一

ニ

年

九

月

ょ

り

 

一J
L 一
J 

，
年十

！；

一

月

ま

で

繼

續

せ

る

rr 
ロ

ラ

ド

州

の

ス

ト

ラ

イ

キ

：を

擧

げ

と

.が

出

來

る

o(
此

ス

卜

：
ラ

イI

就

て

：ほ

旣

に

論*

^

あ
る
。
前
祸
拙
稿
、

一

一
七
丨
.一一

八
頁)

。
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に於
て
は
、
資
本
家
並
び
に
政
府
はあ
ら
ゆ
る機
關
を
利
用
し
て極
度 

の

-^
迫
を
办
へ
勞
働
組
合
の
敗
北
に
歸
し
た
が
、
然
か
も
こ
れ
が
爲
め
に
勞
働
條
件
を
多
少
改
善
す

.
る
こ
と
が
出
來
たo

次
に
31
要 

な
る
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、西
バ
ー
ジ
一
一ヤ
州
に
於
け
る
も
の
で
あ
る
。*—
*
九
一
一
一
年#
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
十
六
ケ
月
繼
續
し
、
暴
動
.が 

其
特
徴
と
'な
っ
て
ゐた
。
一
i

ー
〇
¥
に
於
け
る
ス
トラ
イ
キ
に
於
、て
も
同
様
に
暴
働
が
繰
返
へ
さ
れ
、
武
器
.
に
訴
.へ
る
一
種
の
戰
爭 

の
形
式
を
と
っ
た
。
第
三
に
重
要
な
る
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
.一
九
一
九
年
十
一
月
一

日

開
始
せ
ら
れ
た
る
全
國
购有
煙

炭

坑
區
域
の總
ス 

ト
ラ
イ
キ
で
あ
る
。(

こ
れ
に
就
て
は
拙
稿

「

ョ
1
ロ
ッ
パ
員
ハ
♦
と
ア
メ̂

カ
勞
働
階
級」 (

三
田
學
會
雜
誌
第
一
一
十
六
卷
第
五
號
、
三七 

页)
.

此
時
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
原
因
は
、
首
府ワ
シ

ン
ト
ン

に
於
.

て
協
議
せ
ら
れ
た
る
賃
銀
協
定
に
あ
る

f

此
協
定
に
對
し
.て
組
合
の
幹 

部

は

承

.認

を

與

へ

ん

と

し

、

平
鈕
合
員
は
こ
れ
に
反
對
の
意
嚮
を
有
し
、一
九 

一
^
年
の
齟
合
の
太
會
杧
於
て
激f

る
討
論
が行
は

 

れ

結

局

、
委
員
を
擧
げ
て
資
本
家
と
懷
'議
せ
し
む
る
こ
と
と
し
、
多
く
の要
求
が
容
れ
ら
れ
ざ
る
に
及
び
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
爲
す
こ 

至
っ
た
。
こ
の
ス
ト
ラ
，ィ
キ
に
對
し
て
大
統
領
ウ
ィ
ルスシ
は

、

尙
，ほ
戰
時
非
常
時
であ
る
i

し
て
赛
止
命
令
を
施
行
し
、
高
踺
的
に 

賃
銀
十
四
バ
一
セ
ン
ト
の
增
額
を
以
て
坑
夫
■
を
納
得
せ
し
め
た
。

『

合

同

鑛

山

勞

働

者

歷

ロ

』

は

他

の

多

く

のa
合

と

異

り

、

保

守

的

田

心

想

の

組

合

で

あ

る

と

考

ベ

ら

れ

て

ゐ
た
が
、

一
九
一

九

年

の

大
 

會

に

於

て

鑛

山

國

有

に

賛

成

の

決
f

採

擇

し

、

世

間

の

注

意

を

喚

起

し

た

0
こ

れ

は

勿

論、
' イ
ギ

リ

スh

於

け

る

鑛

山

勞

働

者

の

運
 

動

に

湘

戟

せ

ら

れ

、

ま

た

鑛

夫

組

合

の

ア

ム

ス

テ

ル

ダ

み

に
於

け

る
國

際

大

會

の

決

議

に

麗

せら
れ
た
る
こ
と
が
、
主
な
る
外

部

的
 

原

因

で

あ

る

が

、ア
メ
リ
力

に

於

け
る
混

沌

た
る
飛
態

が

、

勞

働.者
を

し

て

急

激

在

る

變

革

の

必

.要

を

確

信

せ

:1
.め
名
に
至
.つ
た
が
、
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要

龙

る
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部

的

原

因

で
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つ
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し

：
て

此

提

案

は

、
：
殆

^

^
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次

の

如

き

主

張

が

含

ま

れ
'て
ゐ

た

。
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業
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濟

生

活

及
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國

货

の
福

嫌
と
+
離

る

.
ベ

か

ら

ざ

^
恶
漉
齋
業
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•€
>

る

々

我

國の
總
て
の
重
要
な
る
节
炭
の

: 
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.
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.

.

.

.
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：
r
师
^

私
的
:#
社
の
^
有
及
.
び

支

配

に

：
屬

し

、
：
'
現

在

の

私

有

財

產

制

度

(0
.下
^

.一
 

•
:

I
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.

:を
以

て

石

炭

は

採

掘

せ

ら

：れ

る

。

.此
制

度

の

下

に

於

け

る

石

炭

の

生

產

は

、

非

常

な

る

經

濟

的

浪

費

を

特

微

と

す

る

o 
:

:

f- 

.
.

.

- 

.

我

等

は

我

國

の

苻

炭

が

國

に

所

有

せ

ら

れ

、

.其
供

給

業

：は

、
：
；

.線
て

の

人

々

：
の
：
利

益

、

使

用

、

.■
愉

樂

の

:

^
の
.で
あ
る
.と
^
ふ
#
觅
を
有
す
る
9
:
,
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私
的
刺
得
の
•爲
め
に
生
產
言
れ
る
私
有
財
產
制
度
の.下
に
於
て
社
、--
1我
等
§
:
に

義

水

來

る
^
し」

と

云

ふ

の

.
が

時

代

精 

_ 

.

神
で
あ
る
。
併
1
乍
ら
生
產
が
使
用
と
公
共
の
利
益
の
爲
め̂
行
は
る
制
度
と
-«
ら
#
ば
な
.ふ
ぬ
0
然
る
時
は
經
濟
的
良
货
ま>

，
孫

の

爲

め

の

國

段

的

遺

產

：の

保

#
に

代

る

で

あ

ら

ぅp
.
. 

' 

.

.
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„

_
斯
-:
0
勿
き
公
共
の
福
祉
の
爲
め
.に
經
營
す
る
制
度
を
以
て

•
私
的
利
潤
の.爲
め
に
ず.る
制
度
に
代
へ.ん
と
ず
る
要
求
が.現
れ
、
.政
府 

は
法
谓
を
似
て
金̂
の
^

^
を

負

收

し

こ

れ

を0
營
し
、
此
產
業|の
總
.て
の
問
題
、
少
く
と
も
賃
，銀
と
勞
働
條
件
と
の
問
^
を

所

!1 

す
る
悉
茼
會
に
は,>
.
:平
等
の
桄
刺
を
有
す
々
代
表
者
を
遝
出
す
る
權
利
を
、
努
働
者
が
享
有
す
べ
き
こ

.と

-？
:
要
求
し
.た
。
而
し
て
此
問.

題

に

就

て

は#
長

ジ

ョ

ン
•
エ
ル
：5

ユ

ィ

ス
.
0
0ぼ

に

！

〕

の

保

守

的

政

策|5
:
ょ

，
つ

て

念

速：̂

^
^
^

^
ニ

^

1
木
莫
1項
か
ら「

如
何
に
^
炭
業
を
經
營
す
べ
き
'か
^

0̂

名
>
^
^
^
^

• 

■ 

、
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1

. 

-
\
L

內
開
に
鑛
山
大m
を
置
き
、
其
下
杧
聯
邦
鑛
山
凌
員
會
、
：
全
國
鑛

|]
.
1
.
览
_
會
を
設
け
、
，
こ
れ
を
し
て
經
營
せ
し
む
る
の
で
あ
つ
た
。

『

合

同

鑛

山

，
勞

働

者

紐

合

』

は

-
九

一

ニ 
二
年
春
スト
I

キ

溝

.つ
た
。.毛
れ
は
實
銀
減
額
に
反
對
す
る
目
的
を
有
ず
る
；

^

で
，あ
っ 

た
が
、
悲
慘
な
る
失
敗
に
終
っ
た
0
次

で

馨

は
4
九
1
,ー.況
年
九
月
：
.に
^
,ス
ト
>

イ
キ
を
衍
っ
龙
彳

對
す
る
反
感
に
原
因
オる
が

、

翌「

ブ
九
ー
一
六
年
一
ー
肩
に
愛
協
的
解
決
に
測
達

- 0

た
タ
然
る
忙
辛
九| f.

七
年
從
來
の
協.
定

：が

麗

と

な

る
 

や
、
又
復
六
上
フ
イ
中
が
行
は
れ
^

^

ア
メ
リ
为
勞
働
聯
盒
は
加̂
齟
合
ょ
り
救
援̂

金
を
擧
げ
て
坑
夫
を
支
持
^
た
ャ
併
し
乍
ら
結 

辰
观
等
の
失' ^

に
終
っ
た
,.
'

0

此
年
コ
ロ
ム
フ
ず
孙
の
石
炭
坑
决
'(
6

.

間

に

も

ス

：
ト
：
ラ

イ

キ

が

あ

，
っ
：
た

。

そ

れ

は

：

『

ア

イ•
ダ

ブ

：
，
ル
：
ユ
：
：
丨

•
ダ

ブ 

ル
ユ
ー』

-

の
指̂

に
屬
す
る
と|
日
は
れ̂
0

’
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'
:.
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,
'

_
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.
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レ
”
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'
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『

合

同

鑛
':
1
1
1
勞
働
者
組
合1
.の
保
分
的
政̂

に
對
し
て
は
彳
龃
合
の
內
部
に
も
不
滿
の
念
を
懷
く
も

.の
が
#
く
な
か
っ
たo
,そ
の
>1
*
嘴 

益

.に
'一
九
1、.九
年
の
次#
に
於
て
採
擇
せ
冬
炭%
國
有
の
決
議
肥
對
す
る
處
置
に
P

-L
't
:
も
現
せ
れ
、
.-
-
*
九

ニ

〇

半

：
の

役

員

選

住

に
 

就
て
は
急
遞
派
の
擦
.頭
^
な
办
、
舊

餘

は

苦

戰

、の
後
淛
<
其
地
位
を
保
游
し
^
^
で
.あ
0
;
た
0
,
併
し
乍
ら
.急
進
派
の
^

ヵ

は

.
漸

次

增
 

大
し
い
放
任
す
る
义
と
を
許
さ
な
か
つ
衣
の
で
ノ
會
長
リ
ュ

.'.
イ
ス
は
一
九
.
 
一
^

¥

ナ
巧
ナ
日
イ
リ
ノ
.イ
州
の
支
部
を
除
.名
す
る
に
，至
つ 

太
。
.

『

合
词
鑛
:U
J
勞
働
者
耝
合

』

が

除
-'
^
處
分
に
出
.で
'た
る
に
就
て

は
：-

猶
々
.；.の
.理

患

あ

る

が
，
'
 

要

す

る

：
に
'こ

れ

：
は

f

勞

働
M
合
統
一 

聯

盟』(Trade, U
n
i
o
n

 
一
 Unity 

L

裒g
u
e
)

及

び『

蜜

勞

働

龃

合

イ

ン

：
タ

.1

ナ
シ
ョ
ナ
ル

』
9
a
J
n
t
e
l
t
i
o
n
a
l

a
‘
 Tr

a
d
e
a
n
i
o
n
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fc
對
す
石
保
守
派
の
對
抗
手
段
で
ぁ
っ
た
。
，
然
る
に
こ
の
事
件
は
翌

1

九1

二
o
年111:

月
イ
リ
ノ
イ
州
ス
_ブ
リ
シ
'グ
フ
ィ
ー
ル
ド
の

『

合 

同

鑛
.|
1
.
1
勞
5|
1
者
組
合』

：
の
改
逾
連
動
を
惹
避
す
こ
と
と
^
っ
^

o
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_

こ
の
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召
集
狀
に
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長
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エ
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ユ
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配
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ア

メ
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te
於

け

，る

塵n

の
'歷

史

は

失

翁

の

：
連
*
で

:^
り

、

M
合

員

及

び

其

家

族

を

困

窮

に

陷

れ

.て
ゐ

、
る

と

述

べ

、
.：
又

.彼
は

..組

合

の

真

の

精̂
を
 

|权
し

た
^
も

極

言

!1
>ヤ
^
る

'°
雪

し

て

こ

の

；
|
:̂ #
に

於

'2
ゾ

レ

キ

サ

ン

ダ
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ハ
.ヮ

ー
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A
l
e
x
a
n
d
e
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i
i
o
w
a
t
)

が

^
任

せ

ら

れ

た
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尙

ほ

炭

ず
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#
に

於

て

は
，
,-
'
|九
ー
ー..八
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九

月
.^
日

，
ピ

ッ

：
ッ
.、、
ハ

ー

グ

に

：
於

て

『

合

同
_
山

勞

働

衆

組

合

』

^
對

抗

す

る

組

合

，を

紐

織

す

る

爲
 

め

に

、
.各
地

^

^

- ^
廣

方

會

合

し

、.

『

全

國

坑

夫

顧
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u
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ニ
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『

ア
メ
リ
>

勞
働
聯
合』

に
加
概
せ
る
產
業
別
勞: »

組
合
の
他
0

_

重
要
な
る
も
の
は
、

〈

承
屬
坑
失
の| £
.
合
で
あ
る
0

金
厨
坑
夫
の
組
合 

と
し

て

は

一
八
^】

一
年
ジw

1
ジ

•
へ

ペーテ
ィ
ボ
一
ー^
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G
e
o
r
g
l
p
e
t
H
b
o
n
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組
織
せ
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聯
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r
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t
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o
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M
i

n
e
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あ
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れ
は
始
め
地- T

勞
働
#

の
み
の
組
合
で
あ
つ
た
が
、
間
も
な
く
あ
ら
ゅ
る
金
屬
鑛
業
の
勞
働
者
を
包
括
す
る 

こ
と
と
な
り
、1

九
ー
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六
年
に
は
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を
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し
て
：
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鑛
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努
働
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組
合
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e
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o
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力
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土

及

び

力

ナ

ダ

を

そ

の

^

轄
範
園
に
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へ
る
に
至
つ
た
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此
組
合
は
最
初
三
年
間 

獨
立
の
存
在
を
維
持
し
、
後
ニ
啤
拥

『

ア
メ
リ
ヵ
勞
働
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加
入
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八
九
八
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か
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脫
退
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ィ
*.

ダ

ブ
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ー
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ダ
ブ
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立
と
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に
こ
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广
九
〇
八
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か
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脫
退
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を
經
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ー
九
ー
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ア
メ
リ
ヵ
勞
働
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。
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々
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し
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た
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は

.
、
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指
導
精
神
に.
屢
々
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搖
を
來
し
た
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爲
め
で
あ
つ
た
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カ
勞
働
齟
合
蓮
動

J
:
(

前
揭
、
九
：九1
5

0

.

頁)

 

. 

:

/

 

.

『

西

部

，坑

夫

聯

合

』
Federation, of 

M
i
n
e
r
s
)

は

前

述

：.の
石

炭

坑

夫

の

組

合

と

異

リ

、

明

か

に

階

級

意

識

に

富

み

頗

る

戰
 

鬪

的

組

合

で

〗

あ

つ

た

。

彼

等

は

次

の

如

く

謂

ふ

。

.社
會

の

內

部

に

，階

級

闘
#
が

行

は

れ

、

而

し

て

こ

の

階

級

闢

爭

は

經

濟

的

條

件

に

よ
 

り

.

て

起

り

、

生

產

者

が

そ

の

生

產

物

：の

唯

..一：

の

所

有

者

と

認

め•ら
る

る

に

至

る

ま

で

持

續

す

る

で

あ

ら

ぅ

。

生

産

者

た

る

勞

働

階

級

は
 

現

在

に

於

て

は

其

生

産

せ

る

富

を

掠

奪

せ

ら

れ

、

僅

に

其

生

命

を

維

持

す

る

だ

け

の

部

分

を

保

有

す

る

こ

と

が

許

さ

れ

て

ゐ

る

。

此

狀
 

態

よ

り

解

放

し

得

る

も

の
.は
勞

働

階

級

自

身

に

し

て

、
：
總

て

の

：

勞

働

者

の

產

業

別

勞

働

組

合

及

び

政

治

的

協

力

が

、

V

此

目

的

を

達

成

す
 

る

唯1:.

の

方

法

で
.あ
る

。.而

し

.て

.

.

1

九

〇

七

年

の

新

し

含

規

約

前

文

に

よ

れ

ば

、

'『

西

部

坑

夫

聯

合

』

は

鑛

山

及

び

エ

場

.
の

內

外

に

於

け
 

る

勞

働

者

の

團

結

で

あ

る

こ

：
と

を

主

張

す

る

。

,,
'
斯

の

如

き

主

張

は

ア

メ

リ

ヵ

の

金

屬

鑛

業

に

關

す

る

特

殊

の

地

位

と

勞

働

者

の

經

驗

と
 

に

.よ
り
.て
..確
立

せ

ら

れ.た
も

の
で

あ

'る
。

此

處

に

ば

組

合

の

關

係

せ

る

_
爭

に

就

て

十

分

論

述

す

る

餘

裕
.を
有

し

な

い

が

、

資

本

家

と
 

官

權

と

の
'極
端

な

る

抑

腿

が

、
'彼
等

を

し

て

必

然

的

に

戰
_
的

急

進

的

精

神

を'涵
養

せ

し

む

名

に

至

つ

た

の

で
.あ
る
.。

，

•

此『

西
部
坑
夫.聯
合』

は
其
第
十
三
囘
の
大

.

會
に
於
て
、

『

ア
ィ
•ダ
ブ
.ル
，
ュf
ダ

ブ
.

ル
'
 

ュ

ー』
Q.

宣
言
を
承
認
す
る
の
は
.從
來
の
主
義 

政
策
と
抵
觸
せ
ず
と
述
べ
、
非
常
な
る
熱
誠
を
以
て
こ
れ
が
參
加
し
た
。

.然

る

に『

ア

ナ
ダ

ブ

ル

モ
i

ダ
ブ
ル
ュ
ー

1

の
內
部
に
於 

け
る
®

は
遂
に
分
級
を
導
き
、
.既
に
言
及
せ
る
が
如
く

『

西
部
坑
夫
聯
合

』

は
一
、九0
八
年
に
_
り
て
遂
：
に

こ

れ

と

絕

籁

す

る

に

至

.
つ 

た
。
尤
も
若
千
の.組
合
及
び
指
導
當
は
依
然
と
し
‘
.て

『

ア

彳
.ダ
ブ
ル
：
ュ
：

1
>
.ダ
ブ
'
ル

キ

部

の

紐

爭

と

ケ

ィV

T

A

•
デ

ィ

i

.
へ
、
イ

ゥ

ッ

D
,
H
a
y
w
o
o
d
>

の

除

名

と

を

惹

起

し

た(0
.で
：
あ

る
0
遮

莫

『

西

部

坑

夫
 

雙

：
：

』

猿

却

生

義

：
へ
；
方

向

轉

換

を

な

'し
：た
:.
;°,

一
 
九

〇

八

年

の

太

會ft
於

'て
#
長

韦r
-

ヤ

ー

.(Charles 

'
H
r M
-O
y
e
r

)

.の

.
碧

せ

る

處

に
 

ア

メ
.

1
に
：於

け

る.鹿
業

別

勞

働

組

合

運

：動

1

班

.： 

s
 

C
I
H
A
l

〕



J

1
V
ll

i

p
s

‘J

:
ア
：メ ：|
.

杞
於
げ
：る
康
業
抓
勞
働
組
合
雖
動
|
1:
•—
•

d
 

2
0 
i
d 

±

れ
ば
.

、
..
:

彼
等
は
不
可
能
な
：る
こ
と
が
證
明
せ
ら
れ
た
名

名
.：

の

を

追

求

し

な

：

.
い
.

s

的
活
^
を
達
成
す
る
爲
め■の
敎
育
連
動
を
繼
續
す
石
，が
、
第

.1

次
の
自
的
た
各
現
制
度.の
下
.に
於
て
.鑛

業

：
に

從

藥

す

る

勞

働

者

の

地

贪
 

?:
.
改

善

ず

る

.
こ

と

に

、

其

注

意

：
を

：
集

中

す

，
ベ

き

で

あ

.：
る

と

5C
:ふ
？
斯
の
如
、き
方
向
轉
換
は
ア
イ
ダ
ホ
州
の
冗

^

®
ス
チ
.ュ
I
ネ
ン
バ
1 

グc
s
l
e
n
b
e
r
a

廣
殺
事
仲
に
關
聯Uて

：：

乇
：

1

ヤ
:1
'

ノ

ヌ

:
<てっ
ゐ.る
'。(

拙
稿「

ョ.r- 

p 

,
-
y 

 ̂

0 

T
.
 

 ̂

.
r 

 ̂

^

- 

,
T 

.ニ
 

.三 

S
 

f
pi
l
部
坑
失
聯4c

j

は
：

1-

九
〇
九
年
腋
倒
的
過
半
數
を
以
"て『

ァ
；メ>

ヵ
勞
働
聯
合1
に
加
盟
ず
岑
決
議
を&
し
た
0
.
と
.れ
に
關
し
て
は 

此£
提
と
し
.窗

.ア
メ
 

4
为
合
同
鑛
山
勞
働
者
組
合

』

ど
^
紛
#
を
述
：：べ
啟
く.て
は
な
.ら
ぬ
0
或
る
場
合
に
金
屬
坑.夫

の

『

西

部

^

夫

聯

ヘ

ロ』

 

は

石

炭

扩

丈
0.『

合

同

_

は
，
勞

傯

者

鈕

.

合』
と
.親
密
&-
る
關
係
を
維.
#せ〖

ん〖

と
欲
.し
た
：こ'七
も
あ
る
が
>
兩 

保
持
せ
.ら
れ
た=

零

は

な

い

。
興

に

馨S

丸
0
界
年
.鐘

；？

前

者

黑

共

通_
入
者
_

規

奢

否

決

し.た
9
然
か
も「：『

西
部 

多
.夫
聯
合』

_

;

<
鑛̂
山
勞
働
奔
組
合
雾'の
提
携
を
希
望:1
>、
，そ
^
爲
^
に
9

:メ
リ
ヵ
擦
働
髮£
に
洳
盟
.を
決
意
^.
る

墨

っ

之
0 

彼
等
は
：必

氺;1
-

|

ァ
：
メ

リ

ヵ

：
勞

働

聯

合

J1,

の
政
策
棄
認
し
た
の
で■
^

_

'鈕

看

働

窘

沃

多

激

の.
璧

要

裘

喪

の

.
で

あ

つ 

た
。
彼
等
ば
外
部
に
あ
り
て
I

メ

盖

勞

働

聯

合J

I
判
す
る
ょ
：
t

、
.其
內
部
I
:
姿

建

設

的

努

力

を

試

み

、
新
坐
命
を
吹

^
 ̂

込
^
こ
占
に
-.
.
'
*
:
M
:

に
：重
大
な
：る
意
義
を
見
出
し
た
の

'
:
;
で
あ
^
た
Q
:

.

,

,'
■

;

V

■' 

. 

V
 

:

,

倂

し

乍

ら

彼

等•の
：
加

盟

馨

望

は

ノ

簡

舉

に

許

諸

を

與

ら

れ

な

'か
.つ
，
た

。
：
其

加

明

雜

合

の

.1'

で

含

『

國

際

機

械

工

；
組

合

1
(
1
1
-

 

n
a

t
i

o
l

A
s

s
o

c
i

a
f

. .
- a

客
&

1
|

5

>

±

^

:

干

ぬ

地

：方
|

を

鑛

山

地

域
§

.1
,

:
て

居

り
>

之
|

傢

さ

れ

る

こ

^

fe
-

o

然
る
に
敬
の
如
を
事
情
の
ア
に
於
て
气
合
&

山

勞

嫩

者

組

合

』

：：
^

從
來
の
.
區
々
だ
る
勝
懨
を
菸
で
：敗
然
と
呀
西
部
坑
夫
髮
ロ

』

を 

狻

助

し

，，

以

て

加

盟

に

承

諾

，を

與

人

る

こ

と

を

圖

つ

た

0
:'

そ

れ

：は
.
彼
.の
加
盟
を
拒
絕
す
る
こ
と
は
、
向
己
も
其

■
礎

：： u

し

.て

採

川

せ

る 

產
業
別
努
働f t
合
生
義
に
對
す
る
反
對
な0
.
.と
着
#

し

た

が

ち

で

、

回

的

を

贳

徹

せ

ざ

れ

ば

、

ら

脫

退

す

：る

こ

.と

も

敢

て

辭

せ

ず

と 

强
く
虫：

漲
し
.
て.
、
.：遂
に『

ア
メ
リ
：力
勞
働
聯
合

』

を
動
か
し
r

Fi
l

部
坑
夫
聯
合』

の
：加
盟
を
承
諾
せ
し
め
た
。
.
併
し
其
の
承
諸
に
は』

國
際 

濃

.

H

煎
合
，

』
:

の
#

在
せ
.

る
-b
m

に
對
し
.
て
は
除
外
例
が
設
け
ら
れ
た
。
：
斯
.

の
如
く
し
て
金
歸
坑
夫̂
石

炭

坑

夫

と

，は

共

に

：
『

ア
メ
リ 

泠
勞
猶
聯
八
啄.
に
加
盟
し
、:
其
の
.
鑛
山
部
門
を*
^

七
、
相
瓦
.
：
に

按

助

玄

與

：へ

得

名

こ

と

と

敖

つ

.

た
。
：
 

,『

西
部
坑
夫
聯
合』

の
激
し
：た
洛
次
の
筮
耍
な.る
決
議
は
、1

九 

一.:
-1.

1

年

從

來

の

簾

度

：を

捨

て

：
て
：
事

業

主

士

協

定

す

る

に

至

.
つ

た

こ

と 

.
で
あ
.
.る
。.
併
し
乍
ら
こ
れ
ょ
り
も
苋
に
避
樂
汝
^

こ
と
は
、1

九
一
六
年#

長
チ

ャ
1

ル
ズ

•

エ

ッ

チ
*'
-

モ
ー

ヤ-
(
C
h
a
r
l
e
s
,

 

H

V

. 

M
o
y
e
r
)

 

.
が
：保
守
主
義
に
轉
換
す
る
こ
と
：

>

聲

明

し

た

こ

と

で

あ

：
る
。
：
從

來

の

如

く

其

全

：時
間
と
ー
全
勢
：カ

.
を

捧

げ

て
'
、

最

も:IE
.
じ

.含

經

濟

的

政

治 

的
團
體
と
：は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
‘
か

を

、

職

業

別

勞

侧

組

；合

運

動

者

.

に
敎
べ
：
る

代
り
：
杧

、
：
我

紐

合

は

事

務

的

機

關

，た

る

こ
と
を
其
本 

:

來
.

の
使
命
と'
k

賃
銀
，0:
堦
加
及
び
迪
傭
條
件
の.改
善
を
目
的
と
す
る
ナ
個
の
チi

ff
i

に

、

鑛
办
附
近
の
各
雛
の
勞
働
者
を
結
合
し 

な
く
て
.
は
.な
ら
ぬ̂

實
つ
て
ゐ
る
.0

斯
の
如
き
轉
換
が
、
何
等
の
反
對
な
.

し
.
に
行
は
れ
た
の
で
は
決
し
て
な
い
0

急
進
派
はT

西
部
坑 

夫
聯
合』

を
鞲
成
す
る
組
合
に
同
志.の
者
を
加
入
せ
し
め
、
火'食
の
代
表
者
に
選
出
せ
ら
る
る
ょ

ぅ
： .

に
，努
力
し『

西
部
坑
夫
聯
合』

を
乘 

:

取

る

；馨

を

命

て

た

。

.

斯
0

如

查

內

部

：の

.

.擊

は

、：：.1

九
.
ナ
四
年
.

モ
ン
ク
ナ
州
ビ
ユ
ー
ト
：に
.
於
け
.

る
坑
夫
館
堂|

炎
'
泛

5
の
ダ
ィ 

ナ
：：

マ
イ
ト
：爆

被

事

件

を

惹

起

：し

、

-2
:
:
:の
維
の
組
合
員
は『

ア
ィ
*

ダ
ブ
ル
：I

丨

•

ダ
ブ
ル
：̂
1』

と
殆
ん
ど
同
ブ
の
規
約
を
採
用
す
る
獨
立 

r

 

メ
リ
*
:
'に
：於.
け

る

産

議

勞

麗

.合

»

動
一.
班

■ 

:

 

■ 

“

&

C
.
1

三'
八
g

負

追

-

■

■

其

細

，

請

“

4詞

^

^

^



'
ア
I

力

匕

於

：
.け(

る

產
_

i
働

組

合
.運
動
.

f

班

て

.
 

一
一
六
.

：

(

5

.

V

3 

の
'組
合

を

龃

織

し

た

。
；

『

西

部

坑

夫

聯

合

』

ぽ

.一
九

ニ

.
六

年

园

際

採

掘

碎

鑛

精

鍊

勞

働

Mil! ; 

I

 sl
t
e
r

 w
o
r
k
e
r
s
)

と
そ
'
の
名
稱
を
改
め
た
：が
、
內
部
の
：紛
爭
は
依
然
と
し

S

在
じ

、
、：モ
ン.ダ
ナ

州
の
外
ア

リ

ゾ

ナ

州
 

及
び
ネ
バ
ダ
州
，の
種
々I

地
：方
.
に
於
て
.
も
、-
激
列f

る
間
題
が
惹

起

さ

れ
たc'(sa

く
f

Book, 

v
o
l
'
x
—
p
p
,
1
3
3
-
1
3
4
;

 :va. 

XI., 

P. 

77 ; .Brisseln, 

T
h
e

 I. 

W
.

 

w., 

pp. 

40156, 

pp: 

70-72“'

策
田
庄
太
祁
、 

輓
近
社
會
炤
想
の
硏
究

〜

中
卷
別
#
、
米
國
M

W

W

•
.

の
：硏
究
、
六
五
丨
八
一
頁
、
：松
澤
、
，
一

.七
三
|
ー
0-
|
1頁)

^

に『

ア

メ

リ

，ヵ

勞

働

聯

合
』

'に̂
'1

,
せ
る
產
業
別
勞
働
組
合
と
し
て
擧
ぐべ
き
も
.の
は
、
，願
造

業
に
於
け
る
C
の
.で
^
る
。

p

造

業
 

に
於
け
る
勞
働
組
合
は
、
く

現
在
に
於
て
は
萎
微
不
振
の
狀
態

.

に
.

あ

衾
 

ベ
き
價
値
を
有
す
る

C

 

0

 

M
M
に
捉
け
る
地
方
鈕
合
と.し
て
は
、

一
八
七
九
年
‘ン
ンシ
ナ
.テ
ィに
紐
織
.せ
ら
れ
た
る
組
合
が
.最
古
の
も
ので,

全
國
組
合
と
し
て 

は
一
八
八.
六
年
組
織
せ
ら
れ
た
る
組
合
が
最
も
古
い
。

.

.
併
し
乍
ら
明
に
産
業
別
勞
働
組
合
の
創
立
せ
ら
れ
た
の
は
，

一
八
八
七
年
の
と 

と
で
あ
っ
た
。
當
時
の
名
稱
は

『

合
衆

國

釀

造
勞
働
者
全
國
合
同
組
合

』

'(
i
i
o
g
l

 

U
n
i
o
n

 

of: United 

Brewery. W
o
r
k
e
r
s

 

of 

the 

United 

S
t
a
t
e
s
)

で
ぁ
っ
た
が
、
こ
れ
は
：一
.

九
'

一
七
年『

ア
f

i

造
製
粉
穀
物
黎
料
勞
働
者
國
際
合
同
I

』
(
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l

U
m
o
n

 

of 

u
&
e
d

 

Brewery, 

Flour, 

Cereal 

a
n
d

 

Soft

此

招

合

の

起

原

はJ
r
r
•ョ
丨

ク
.に
一

八

八

四

年

組

織

せ

ら

れ

た

る
『

ナ

ィ

ッ

，
オ

ブ.
レ

丨

バ

丨』

の

地

方

協

議

會

に

加

盟

せ

る

第

一
 

^
M
H
f
l
c
B
r
e
w
e
r
s
v
u
l

 

N
o
.
1
)

に

あ

る
o
.此

『

歷

造

M

l』

は

其

裁

礎
I

固

と

な

り

協

響

の

霧

が嫌

学

べ

き
 

も

の
K

な

る

/€
及

び『

ナ

イ

マ
•

オ

ブ

•
レ
.
I
X
1
J
女

K
退

.し
た

o
r其
：

一

:方
忙

於

て

：前

述

し

た.る『

合

衆

國

酿

造

勞

働

者

全

國

合

同

鉗

合

』

は
共
勢
ム：

旧
，大
會.
に
.

於
て『

7

メ
リ
ヵ
勞
働
聯
合1=
,
”に
加̂

し
4 
:
M

IC
.

『

ナ
ィ
ッ
•

オ
ブ
.
•

レ'
_丨
バ
.
，.
1』

<€

属
す
'
る
全
國
同
業
協1|
|

,

會
を
組
織
.
. 

し
た
。.
斯
.
の
如
X

I

つ
の
1 1

合

が

兩

種

：の
聯
八

2

團
^

に
加
盟
す.
：洛
こ
，
^

は
.
、'
鑛
山
勞
働
者0

場
洽
に
も
其
例
を. ^

た
の
ー
で
ぁ
る
が
、' 

一
 

八

九

六

年

に

；至

り

弋

『

ナ
ィ
ッ>
ォ

プ
.«
.

レ

ー

バ

：

1』

を
！®

退

し『

T

メ
i

ヵ

勞

働

聯

合

』

に
：
.
の
み
：加
明
|

す
_
る
と_
:と
.

に
な.
つ

た

^

初

期

の

運

励
 

蔡

.
て

は

拙

稿

：

「『

，
ナ

ィ

々
•
.
ォ

ブ•：

レ
、̂
:

ム

の

權

成

土

其

勢

ヵ

. 0(

前
部
',1

A

i

H

o

M〕

。
議
造
葉
硿
於
て
は
投
下
せ
ら 

れ
た
る
$

金
額
；に
：比«

し
て
、.
勞
働
脔
の
數&

極̂

て
.
少
.
數
.
で.
.あ
る
と
.

と
.
と
、
：K

^

l

fi

者
が
大
部
分
を
セ
む
る
：こ

I

土
は
-
摩
業 

別
勞
働
|]
1

洽
の
#

恶
-;
|

不
' 1
.
て

ゐ

：
：
タ

0

»

し

ヤ

ち

，
既

^

1 1

織
^

 ̂

激

烈 

&

る

境

探

問

姻

允

婴

ー

る

撤

举

が

惹

起

さ

れ

た

？

.

此

粉

爭0

解

決
S

T

メ
リ.
力

勞

働

聯

合

』

：に.連
續
的
片
提/l
i

せ
ら
れ
た
が
、
何
時
も 

職
粱
別
勞
働
飢
合'
に
- %

利

に

齒
.
せ
ら
，れ
た̂

で
ぃ『

颇
造
资
働
齋
孤: #

信
|

^

メ
リ
，；ヵ

勞

働

聯

合

』

，
の

決

議

：に

服

從

せ

ず

、

一
九
〇
七 

#

遂

に

.
こ

れ

ょ

衫

除

名

せ

ら

，る

る

に̂

つ
た
が
い
翌
年
此.
.の
除
名
は
取
消
さ
れハ
#
,
び

原

狀

に

復

す

■
る

，こ

と

と.な

つ

た

。

.

;併
：し

乍

ら

此§

^

^

^
聖

働

11
合

と

：の$[
1
1は
、

盡

く

傷

決

，
.せ
：ら

れ

龙„の
セ

：
：は

尨4
。
.：輟
赍

の
.

§
^
:牯

酿

造

樂

に

使

用

せ

.
ら

る
 

i

諧

を

自

己

の

：管

轔

に

屬

せ

し

め

ん

と

し

七

『

7
メ

：リ

ヵ

勞

働

聯

合

』

の

1

を

仰

い
.だ

が

、
，
兩

者

を

滿

足

せ

；：
し

む

.る

が

如

き

解

決

に

- 

.

.

.

.

.

.
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V 
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.

»
せ
.ず
0
又
補
エ
、
大
工
、
：
機
關
年
及
び

''

«
械
エ
.：の
：龃
合
と
の1|
1
1
:
に
冬
、
ぐ
こ
れi
同
様
0

問

题

が

：
發

坐

し

た

-0
.

產

業

M

働

姐

合

と

職

業

別

努

働

組

合

：
と

が

相

7/
:

,

に
，證

張

を

筮
*

せ
：じ.む
.
る
限
り
>

此
铖
の
：
§

,

に
は
根
本
时
解
決
を
期
待
す
る
こ
.
と
が
/-
1
'
,來
な
^

0

金
勞

.

.

.

.
,

,

-

'

.

.

 

•

 

.
.

.

 

•.
 

.

'

.

 
-

 
•..

働
僧
#

,^
、
與
卿
れ
の

」

小
部
分
.の
禮
働
階*
に
^

^
て
も
忠
誠.を
：す
る
に
至.ち
ざ
れ
ば”

'
1
^
^
镟
の
.銳
爭
は
»
ぇ
.な
'い'-
.
0
'
 

'

勞

顧

翁

勞

働

r

對
す
：る
連' ^
8

^

に
，富
み
わ1

て
勞
働
爭_

忆

當

り

：
て

他

の

組

合

に

援

助

を

與

：
へ

い
無

a ：
府
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ァ
：メ
？
力

業

別#

働
粗
合
連

m
-

班

，
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七:.
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-
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ブ
メ
：
リ

f
v

に
於̂

る
產
業
别
勞
働
姐̂ 

'

'，

パ
-

,1

八
ノ 

(

一
三
八
六)

主
義
實
の
不
法
な
る
處
罰
に
抗
讅
を
な
し
、
又
社
會
主
義
運
働
：に
熱
烈
な
る
賛
意
を
示
し
、
：
社
會
黨
の
政
治
活
動
に
も
助
力
を
惜
ま
な 

，
か

づ

；
た

。

又

彼

等

.
は
嘗
て
階
級
岡#

を
.
篇

し

、
勢
慟
激
敕
の.
解

傲

は

經

濟

運

動

と

政

：治

運

動

と

：が

手

を

取

交

；

S

た
る
：時
忆
の
み
成
功 

す
る
と
述
べ
た
0
併
し
乍
らr
の
，如
き
態
度
を
綏
和
す
る%

*
が
、
近
年
に
至
つ
て
非
常
に
强
く
働
い
て
ゐ
る
。
多
數
の
組
合
員
は
勞 

働
運
動
の
.

最
高
目
的
を
十
分
に
理
解
せ
ず
、
又
：紐
合
が
.
禁
酒
法
に
關
し
て
事
業
主
と
協
力
せ
る
.こ
と
は
、
彼
.等
の
階
級
意
識
を
混
濁
せ 

し
む
る
に
•至

つ

た

。

.：

產

業

保#

に
對
す
る_

维
に
;1
-
[
:較
す
れ
ば
、
資

本

家

に

對

す

る

は

、
.

醜
造
.
業

勞

働#-
に

と

り

て

は

現

實

蚀

が
 

.

.缺
'
け
.

て
ゐ.
る

と

考.
へ
、
ら

れ

た

の

で

あ

る

。

^

. 0

勿

く

し..て『

'
ア

ィ*
ダ

ブ.
.ル.
.
ユ
ー•
ダ

ブ

ル..
ユ
1

,』

の
，
デ
ト
.
ロ

ィ

ト

派

か

ら

、
，
彼

等

は

他

の 

『

ア
メ
リ
カ
勞
观
聯
合』

の.
組
合
と
同
激
に
、
有
力
な
る
反.動
團
體
と
な
つ
た
と
非
難
せ
：ら
る
に
至
つ
た
0

:

.

ア
メ
U

力
に
於
け
る
禁
酒
法
が
酸
造
勞
働
者
に
重
火
な
る
影
響
を
與
へ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
0

一

 

九
一
四
年
ま
で
堅
實
に
增
加
し 

た
る
組
合
員.
は
、
此
年
以
後"
：¥

と
共
に
減
少
し.
た
0

即
ち『

ア
メ
リ
カ
勞
働
聯
合』

の
發
表
せ
る
處
に
ょ
れ
ば
、

一
九

1

四
年
の
六
萬 

七
千
ょ
h

 

.一
 

.九

1

八
年
.
に
は
四
萬
五
千
、
：

1

九
.
二
ニ
年
に
は.1'

萬

九

千
.'

で
九一

一
四
年
に
は一

萬
六
千
と
な
り
、
其
以
後
一
九三
〇
年 

に
至
る
も
.

V

萬

六

千

と

な

つ

て

ゐ

る

.0
併

し

乍

ら

實

際

に

は

近

年

更

ic
:f
j
;

ハ
數
を
減
じ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
も
推
察
せ
ら
れ
る

O

こ
 

れ
は
藤
造
業
が
殆
ん
ど
破
壞
し
去
ら
机
現
在
生
產
す
る
坐
產
物

0

利
澗
が
貧
弱
と
な
り
、
勞
働
者
の
半
數
以
上
が
轉
業
し
た
.る
に
も
拘 

•

ら
ず
依
然
過
多
の
狀
態
を
示
し
、
.

m

業
生
が
.
園
體
協
約
を
無
：視
し
、.叉
非
組
合
員
七
利
用
す
る
こ
と
の
少
か
ら
ざ
る
'
に
原
因
す
る
。
尙 

ほ
此
澍
合
は
最
も
保t

寸
的
政
策
を
踏
襲
し
て
、
國
體
協
約
を
有
カ
為
る
政
策
と
な
し
、
ス
ト
ラ
ィ
キ
を
行
ふ
に
：就
て
は
、
こ
％
に
包
括 

.

せ
ち
れ
る
飢
合
の
：組
合
員
以
上の
賛
成
を
必
要
と
し
て
ゐ
る
。賃
銀
の
高
き
勞
働
者
は
共®

き
.者
に
比
し
て
常
に
組
合
員
の
尺
な
る
.部

分

を
1,
?
む
る
が
故
に
、
斯
の
如
き
規
宛
は
低
き
賃
銀
の
外
上
げ
を
殆
ん
ど

.不

.可
餛
な
ら
し
か
て
か
る
と
ー
0

こ
と
.が
出
來
る0,

.
尙

ほ『

釀

造

エ

紐

合』

は

政

治

に

關

し

て

は

煙

寧

製

造
.エ
、

硝

子

曝

製

造

H
、

桶H

と

共

に

勞

働

立

法

委M
會

を

紐

織

し

、I

九

三

〇
 

年

十

一

月

に

は

典

機

關

紙

に

「

政

黨

ょ
0
も

寧

ろ

，«
人

の

爲
.め
に

投
^
ぜ

ょ

。

禁

酒

法

反

對

の

候

補

衷

の

氏

名

を

記

憶

せ

ょ

。

在

任

中
 

.着
酒

法

に

赞

成

せ

る

代

表

奪

を

十

一

n
の

改

選

と

共

に

穏

退

せ

し

め

な

く

て

は

な

ら

ぬ

」

と

の
.標
語

を

揭

げ

、
失

業

衮

を

減

少

す

る

爲

め
 

に

麥

酒

の

釀

造

販

寶

を

再

び

公

許

す

る

こ

と

の

筑

要

性

を

主

張

し

て

ゐ

る

(

g
pくP
O 0
.P
 

P
P
.
6
1
-

OO0; 

Brisssden, 

p. 

3
00
;.
 A

m
e
r
i
c
a
n

 
L
a
b
o
r

 Y
e
a
r

 

Book, 

vol. 

x
l
r
pp. 

S
6
-
S
7
:

米5
、

三

〇

M
、

松

澤

、
八
八—

一

一

七

頁)

：

.

•'
三
被
服
業
及
び
裁
縫
業
於
け
る
産
業
別
勞
慟
組
合

■

ア

メ

リ
..力
.の
產

粱

別

勞

働

飢

合

に

は

『

ア

メ

リ

ヵ

，勞

働

聯

合

』

に

加

盟

せ

ざ

る

獨

立

の

組

合

が

あ

る

。

典

最

も

茁

耍

な

る

も

の

は

『

ア 

メ

リ

力

合

同

被

服

勞

働

者

組

合

』
(
A
m
a
l
g
a
m
a
t
e
d

 

Clothing 

W
o
r
k
e
r
s

 

of 

A
m
e
r
i
c
!

で

あ

る

。

此

產

業

に

於

て

は

一

八

九

一

平

『

合
 

同

被

服

勞

働

奔

組

合

』
(
u
n
ited 

G
a
r
m
e
n
t

 

w
o
r
k
e
r
s
〕

が

紐

織

せ

ら

れ

た

。

此M
合

は

^

子

被

服

業

に

於

け

る

種

々

の

作

業

に

從

事
 

す

る

勞

働
#
に

開

放

せ

ら

れ

、
-初
期

に

於

て

は

社#
主

義

的

笆

彩

を

有

す

る

こ

と

少

か

ら

ざ

り

し

も

、

問

も

な

く

保

守

的

に

し

て

中

央
 

.集
權

的

の

も

の

と

な

つ

た

。

而

し

て

紐

合

の

斯

.の
如

き

態

度f
c對
す

る

不

滿

は

漸

次

增

大

し

、

一

九

I

四

年

の

大

會

に

於

て

途

に

五

十
 

四

の

飢

合

を

代

表

す

る

首

十

名

の

代

議

員

が

脫

退

し

'
別

：に

太

會

を

開

催

し

、

そ

の

狀

表

者

が

『

ア

メ

：リ

ヵ.勞
働

聯

合
1
の

大

會

に

陳

情
 

に

赴

い

た

。.然
る

に『

ア

：メ

リ

ヵ

勞

働

聯

合

』

は

こ

れ

を

承

認

す

る

こ

と

を

拒

濰

し

た

。

其

處

で

被

等

は

獨

立

の

.

團

體

を

飢

織

す

る

に

至
 

T
メ

リ
.力
に
.於

け

る

廣

業

別

勞

働

紐

合

運

動
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：

拗
組
合
運̂

^

^

^

^

^

;

ニ 
0 

c
r

三
八
八
V

作
.
.
'
 

- 

.

.

.
 

•
•
-
•
• 

• 

•
• 

.

.

.

j

: .
.

o

た

，0

こ
れ
が
.
襲
に
擧
げ
た
る『

ア
メ
リ
，力
合
同
被
服
勞
働
著
組
合

J

で
.

あ
る
0

.ノ
^
^

j- 

- 

, 

- 

L 

.■

「 

.

:
.
i 

. 

.

.

. 

.

.

. 

:

」

：」

：
：
. 

■ 

■ 

■ 

■ 

• 

、

一
 

、
此
$

は
民
主
主
義
的
規f

有
し
、
男
子
被
服
業
にI

す
I

I 

力
.

勞
働
聯
合』
及
び
.
事
業
主
の.
迪
.害
に
も
拘
ら
ず
着.
々
：と
しV

發
展
し
、
又
创
立
と
同
時
に
勞
働
時
間
の
.短
縮
及
び
賃
銀
値
上
の
爲
め 

I 

に
活
潑
な
る
遝
：動
を
開
始
し
た
。
然
も
此
迩
励
は
'
顯
蓉
な
る
成
功.
を
遂
.
げ
て
ゐ
_

る
.0

斯
.
の
，如
.
杳
成
功
の
原
因
は
、
此
細
合
の
有
す
る
理 

I
:

 

想
主
義
と
段
主
的
銃
制
と
に.あ
る
と
主
張■
せ
ら
れ
る
O

M

し
て
彼
等
の
組
合
組
織
に
關
す
る
根
本
思
想
は
、
規
約
の
.前
文
に
明
示
せ
ら 

| 

れ
て
ゐ
る
通
り
、
階
級
圖
爭
と
勞
働
惜
級
の
產
業
所
有
及
び

'
管

理

：
の

理

論

で

あ

る

o 

(

此
組
合
の
成
立
琪
情
に
就
て
は
、
拙
稿

「

.ョ
ー
ロ 

|

 

ッ
ハ
戰̂

以
前
の
ケ
メ
リ
カ
勞
做
紐
合
速
動
し
ハ
前
出
^

―

^

ー
ー
ー̂
^

六
頁̂

に

詳

論

し

た

^

尙

ほ

組

合

の

規

約

の

前

文

も

此

內

に

譯

|

 

述
し
て
置
い
た)

。
併
し
乍
ら
斯
の
如
き
生
張
は
必
ら
ず
し
も
妥
協
政
策
を
蒂
能
な
ら
し
む
る
も
の
で
は
な
い
。

彼
等
は
國
體
協
約

.
一
.
. 

,

一
 

の
恨
値
を
認
め
て
ゐ
る
。
此
點
に
於
て
厳
も
有
名
な
る
機
關
は
シ
カ
ゴ
：の
ハ
：

1
.
ト
、.
シ
ャ
フ
ナ
ー
、

マ
ル
ク
ス
會
社

(

H

s

,
 S

c
h
a
f
f
n
e
r

.....
 

'
* 

- 

........

; 

p
&

 

M
a
r
x
)
，

に
於
け
る
も.
の
で
あ
る
。
こ.れ
は『

ア
メ
リ
カ
合
同
被
服
勞
働
密
糾
食

』
Q

創
立
.

せ
.

ら
れ
る
以
前
、
：
一
九
二
年
ょ
り
旣
に

行
は
れ
.
、'
後
に
若
干
.

の
修
正
.

を
經
て
飢
合
が.
こ
れ
を
承
認
し
.

て
，
現

在

に

及

ん

で

居
る
。
こ
れ
と同
樣
の
協
約
は
一
一

ユ

ー

•
ヨ
ー
ク
、

ロ

•+ 

■ 

• •
 
- 

-
 

.い

..

.

: 

:
チ

ス̂

タ
ー
、
、、ハ：
ル
チ
，
モ

ア
1

、
：
ボ

ス

ト

ン

.を

始

め

其

他

0̂
^
^

\

 

:

此
の
協
約
に
於
て
は
、
職
業
委
員
#

亦
勞
働
-1
1

-

合
及
び
僻
主||
1

合
の
同
數
の
代
表
者
ょ0

構
成
せ
ら
れ
、
且
つ
兩
組
合
ょ
り
棒
給
を

.

.

.

.

. 

.
、

.

受
く
る
屮
立
の.
議
長
に
.
よ
つ
て
.
主

宰

せ

ら

れ

る

，。

若

し

ェ

場

荽

员

長

又

は

共

他

の

煢

働

組

合

.の
代
表
者
が
、.會
社
の
，監
督
又
は
努
働
掛 

■■
■
i

f i

議
し
：て>
*

約
め
'

下
.|
?
:

於

て
,|
5

>

#

を
懈
決
す
, ^
.£
, ^

が
不
可
满
な
場
合
に
社
、^

れ
の
常
漆
漭
も
こ
れ
が
裁
宠
を
職
業
委
«
會
杧

懸
け
る
。'-
-

而
し
て
中
立
の
：議
長
が
調
停
者
ど
し
て
Y

兩
者
の
意
見.
を
聽
ぎ̂

協
に
努
め
る0

で
あ
る
a ；

或
都
市
に
於
て
.

は
V

3C

]#
者
の 

一.
各
宛
の
代
表
者
占
中
立
の.議
畏
ょ
り
な
る
調
停
委
員
會
が
飢
織
せ
ら
れ
る
。

丧
は
最
後
の
判
宛
を
な
す
こ
と
は
稀
で
あ
る
が
、
 

巳
む
を
得
ざ
る
場
合
に
は
こ
れ.を
な
す
こ
と
も
あ.
る
o

IL
t

場
合
.

に
於
て
は
、
皿
協
定
ょ
り
寒
じ
く
11

!«
の

あ

る

規

觉

を

作

る

こ

と

は

許 

さ
れ
な
い
？
調
停
悉«

會
は
主
と
し
て
新
恕
る
問
題
に
對
し
て
⑩
ぼ
の
原
理
と
：適
;-
-
|
]
_
と
を
な
.
す

じ

と

ぢ

使

命

と

し

、
，
叉

特

別

の

變

励

が 

事
業
に
發
坐
せ
る
吣
、
勞

p

時
間
及
び
賃
銀
を
改51
!
す
る
の
で
あ

る

。
.又
個
m -
勞
働
の.
成|

ん
な
る
市
場
に

於
て
は
、
合
同
赁
率
委M
#

 

が
賃
銀
率
を
炎̂

す
る
爲
め
に'
往
^

せ
ら
れ
る
0

:

:
 

:
 

' 

.

斯
の
如
き
協
約
の
糨
神
は
、
兩
當
鄯
客
が
共
同
的
及
び
建
設
的
精
神
の
發
露

.
に
1

り
て
、
相
反
す
る
倾
向'を

荷

す

る

.
利

益

を

一

致

せ 

し

む

を

に

あ
.
る
。.'
■而

し

：
て

兆

缺

ズ

ペ

が

ら

ざ

hる
要
件
ほ
、
兩
當
蕻
著
が
姚
戰
的
精
；

S

を

抑

制

し

、
.理

性

の

發

達

を

行

動

：
の

股

則

と

す

る 

.に
あ
る
。
此
協
約
に
.對
し
て
は
非
難
が
加
へ
.

ら
れ
る
°

ぞ
れ
は
|

方
に
於
て
階
級_
#

を
承
認
し
&-

が
.
ら
、
他
方
.

に
於
.て
協
調
を
由
張 

す
る
.は
矛
盾
で
あ
る
と
云
ふ
？
併
し
こ
れ
を
辯
護
す
る
も
の
は
、
と
の
：協
約
は
烦
雜
な
る
小
問
題
ょ
り
，大
な
.る
問
題
に
勞
働
紕
合
の
力 

を
向
け
、
へ
勞
働
者
の
產
業
統
制
に
對
す
る
新
な
る
試
驗
で
あ
る
と
云
ふ
。
彼
等
は
.能
率
問
題
ぬ
對
し
て
資
本
家
と
共
同
に
典
標
準
を
決

. 

宛
1>

、
：又
失
業|€
對
し
て
自
助
的
對
策
を
計
敲
し
、
吏
ら
に
協
同
エ
場
の
經
營
に

.
甚
大
な
る
法
意
を
拂
ひ.、.
'
'
|丸
ニ
0

紙
の
大
，會
に
於 

て
典
こ
れ
.に
對
す
る
態
度
を
明
か
に
し
て
ゐ
.

る
。

.

.
'
.
被

服

業

に

於

け

る

事

業

統

制

を

協

力

に

ょ

り

で

金

國

的

に

な

さ

ん

と

す

る

企

圖

は

、
マ

ゴ

产

1

*
31
ク

、

シ

カ

ゴV . バ
..

ル
：
チ

モ

ア

ー

、 

”
チ

♦
ス

タ

十
.の
.俯
虫

組

合

が

一

九|
九

年

七

月
''
;*=
3杀
國

被

服

製

造

業%
糜

業

_
聯

合』

：-(

_

エ
0
1
1
^
1
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に
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亡
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A
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f

ア
メ 
9

力
に
於
け
る産
業
別
勞
働
极
合
敗
亂1
班
';

ニ
ニ
，
 

C
!

三
九
0〕

c
l
l
i
n
w
;

 
M
a
n
u
f
a
c
t
u
r
e
r
s〕

.，

を

『

合
同
被̂

^

働
#

紙

含』

ど

麵

：

一：：

晚

協

約

を

協
«

ず
る
爲
め
に
組
镄
定
る
時
に
始
老
る
9

"本
來
此
の 

議

主
0 :

鉗
合
は
、
勞
働
組
合
を
粉
碎
す
る
爲
め
に
細
織
也
ら
れ
た
の
で
あ
；り

>
 

現
に
數
次
激
烈
な
る
鬪
爭
を
行
つ
た
P)

共
の
：
一
つ
は 

•
1

九1

九
年
ロ
チ

H

ス

タ

ー

に
こ
れ
を
見
る
。

(

同
市
最
大
' 

の
被
服
.製
造
業
赛
ミ
カ
エル
ス

、

ス

タ

！

ン
會
吣
ハ§
。
ぽ

卩

g

f

ダ 

0

0

,

)

が
他
の
十
九
名
の
事
業
主
の
承
認
し
た
る

『

合
同
被
服
勞
働#

組
合』

.

と
の
協
約
に
參
加
す
る
と
と
を
拒
絕
し
、
組
合
員
た
る
職 

エ

を

解

雇

し

た

る

爲

め

.に

ス

ト

ラ

ィ

キ
を
激
發
せ
し
め
たo

_

間
も
な
く 
.

『

合
同
被
服
勞
働
容
組
合1

の
監
視
及
び
ス

ト

ラ

ィ
キ
^
盗
の 

募
集
に
對
し
て
禁
止
命
令
が
發
布
せ
ら
れ
、
新
聞
も
彼
等
を
攻
擊
し
た

'
る
の
み
な
ら
ず『

ア
メ
リ
カ
勞
働
聯
合』

も
亦
彼
等
を
攻
擊
し
た 

が
、
他
の
事
業
主
は
圆
滿
に
組
合
と
の
協
約
を
實
行
し
た

。
' 

而
し
て
ミ
力
エ

ル

ス

、

ス

タ

ー

シ會
社
は『

ア
メ
リ
力
'勞
働
聯
合』

に
加
盟 

せ
♦

『

合
同
被
服
勞
働
諸
組
合

』
(
u
n
i
t
e
d

 

G
a
r
m
e
n
t

 

.
w
o
k
e
r
s
)

と
協
約
を
締
結
し.
た
0

::
:

次
に
ボ
ス
ト
ン
に
於
て
も
一
九
一
ー
〇
年
事
業
主
の
紐
合
は
、
勞
働
組
合
と
の
關
银
を
絕
ち
、
組
合
を
紛
碎
し
や
ぅ
と
し
た
が
、
結
周 

失
敗
に
終
.
つ
た
。
此
外.
一
一
テ
ー
•
ョ
ー
ク
に
於
て
も
同
じ
く
一
 

九
ニ
〇
年
勞
働
爭
議
が
起
つた
。
此
の
带
議
に
於
て
は
、
事
業
主
は
單 

に

赏

銀

の

減

少

を

要

求

す

る

の

み

に

過

ぎ

な

か

つ

た

が

、

後
に
團
體
協
約
全
體
を
破
棄
せ
ん
と
す
る
要
求
に
變
つ
た
の
で
あ
る
。
勞
働 

組
合
は̂

論
斯
の
々
き
要-
^

を
拒
絕
し
.

此
處
に
六̂

の̂

女
被
M

エ
を
含
む.o

 

.ッ
ク
ア
ゥ
ト
が
惹
起
さ
れ
た9

而
し
て
靡
業
主
は
間 

も
な
く
此
ロ
ッ
ク
ア
ゥ
ト
を全
國
に
波
及
せ
し
：め
た
が
、

.

シ
カ
ゴ
及
び
、、ハ
.
ル

チ

モ

ア

ー

は
勞
働
者
侧
忙
屈
服
し
、一
一

ュ
ー

•
ョ

ー

クの
み 

が
孤
立
す
る
に
至
り
、
終
に
翌
年
六
月
新
な
る
協
約
の
締
結
を
以
て
平
和
に
復
し
た
。
而
し
て
賃
銀
が
十
五
パ

ー
セ
ン
ト減
額

せ

ら

れ 

た
る
の
'

み
.
で
、
其
他
の
要
求
條
件
、
乃
ち
組
合
員
の
み
を
使
傭
す
る
と
と

、
勞

資

共

伺

の

.
調

停

機

關

を

復

活

す

る

こ
と
、坐

產

物

の

禮 

.

.

.

- 

.....
 

'

 

.

.

一
.

I
IIII

馨
I
禅'I
讓
|
囊
I
|
|

!§
I

■

I
|
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I
I
!
!1
!
I
壤

I
I
囊藝§
!
I

T :

準
を
勞
資
共
同
に
決
定
す
る
こ
と
、
二
週
四
十
八
時
間
勞
働
制
度
を
維
持
す
る
こ
と
は
-
何
れ
も
集
業
主
に
こ
れ
を
承
認
せ
し
む
る
こ 

と
が
出
来
た
の
で
あ
る。
'

興
後
に
於
て
も
被
服
業
に
於■け
る
ス
ト
ラ
イ
キ
は
尠
く
な
か
つ
た
。

一
九
ニ
五
.
年
、

シ
カ
：ゴ
に
於
て
は

『

合
同
被
服
勞
働
客
組
合

』 

(
A
m
a
l
g
a
m
a
t
e
d
o
l
o
t
h
i
n
g

 

w
o
r
k
e
r
s
.
)

に
對
抗
す
る
爲
め
に『

ア
メ
リ
カ
勞
働
聯
合』

に
加
盟
せ
る『

合
同
被
服
勞
働
奔
組
合

』
〔

^

&

^

 
G
a
r
m
e
n
t

 

w
o
r
k
e
r
s
)

を
ス
ト
ラ
イ
キ
や
ぶ
り
に
使
用
し
た
が
、
十
分
の
效
梁
を
齎
さ
な
か
つ
た
。
そ
れ
程
前
者
の
勢
力
は
牢
固
と
し 

て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
一
九
二
六
年
五
月
.

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
於
て
開
催
せ
ら
れ
た
る
隔
年
，の
大
會
に
於
て
は
、

一

迦
四
十
時
間 

制
度
、
估
宅
建
築
組
合
、
保
險
制
度
、
栽
縫
業
勞
働
紐
合
と
の

•

提
携
、
勞
働
黨
支
持
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
反
對
の
決
議
を
な
'

し
た
。
此
組
合 

は
從
來
フ
ィ
ラ
デ.
ル
フ
ィ
ア
に
十
分
の
地
步
を
荷
し
な
か
つ
た
の
で
-

1

九
ニ
九
苹
六
月
以
來
其
開
拓
に
着
手
し
、
莫
大
の
茈
金
と
精 

力
と
を
倾
注
し
、
遂
に
同
年
秋
に
至
つ
て
所
期
の
收
獲
を
上
げ
る
こ
と
が
出
來
た
。
翌
一
九
三
〇
年
ト
ロ
ン
ト
に
開
催
せ
ら
れ
た
る
第 

九
囘
大
#

に
於
て
、
彼
等
は.
事
業
經
營
に
參
加
す
る
と
と
彌.々
盛
.

ん
.な
る
こ
と
を
報
告
し
、
.モ
九
ニ
八
牟
以
來
ウ
ィ
ズ
コ
ン
シ
シ
州
ミ

ル
ヴ
ォ
ー
キ
ー
に
開
業
せ
る
協
同
工
場
、
被
等
の
所
有
し
經
營
す
る
銀
行
、
證
卷
會
社
、
投
資

#

社
が
、
組
合
及
び
組
合
员
に
對
し
て

. 
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■
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鑛
業
に
於
て
は
前
述
の『

ア
メ
リ
カ
勞
働
聯
合』

ょ
り
獨
立
せ
る『

ア
メ
リ
カ
合
同
被
皿
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^

組
合』

の.
外

に『

栽
縫
業
關
係
勞
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d
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常に此外忆立ちたる
『

合同被服勞働者龃

\ 

, 

(

c
i
s
o
f
l 

象 

P
P 碧
l 

i
n
i 

篇
^

‘してゐる

O
V此同盟が成立：した廣：

了 

チ

る

こ

と

に

あ

つ

た

，

，
'
:
:
'
. '
.
.
'.
:
:
'/ 

■'

'
へ此同
f 

I

I

『

麗婦人服エ組合

』
は一惑

 ̂

i

.土 

I』

との
I

點.は、政治活動の

：I
をI

I 

. 

I
と

し

て

達
|

傾
|

有す
.，

為

I
袅
1

合同被服

H
f艺類似し、親

^ ̂

.

-

.,
|

尠

か

ら

ざ.る

關

心

を

莩

る
0
,

『

婦

人

服

エ|

』
$

九
ニ」

^̂

ィキを起しべ輿

S
後拨を得言的鲁徹したが

^
^

_
.
f、ストラィキを行

4
1く成功直こ

I
不
I

s
つた
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故『

隊際裁縫業

^
係勞働者料合

』
(

？
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'匀
0
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；
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九一
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九年十
U
Iリ
1ブぶ
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次
に『

仕
立
H

IJ
L

合』

は

1

八
八
三
年
紐
織
せ
ら
れ
、
數
ザ
の
後

『

ア
メ
リ
カ
勞
働
聯
合』

に
加
盟
し
、一
九
〇
九
平
以
來
產
業
別
勞
働 

紐
合
主
義
に
進
み
、
各
種0
栽
鏠
エ
の.
組
合
の
合
同
を|1
づ
た
0

然
る
に
其
後
ー
九
一
五
年
方
針
を
改
め
、

『

ア
メ
リ
カ
勞
働
聯
合

』
Q

 

忠
實
皂
る
加g
I i

合
と
な
り
、
保
守
的
政
策
を
採
り
、
事
業
と
協
宛
を
締
結
し
て

a

傭
條
件
を
確
保
し
て
ゐ
る
がV

彼
等
は
旣
成
品
に 

其
生
產
物
の
販
寶
を
奪
は
れ
る
結
艰
、
.

紐
合
の
勢
力
は
漸
次
衰
退
す
る
外
な
く
、

T

九
1

0

年
一
萬一

ー
千
を
數
へ
た
る
組
合
员
も
、

一
 

九
三
〇
苹
に
は
殆
ど
半
減
し
て
僅
£

ハ
千
七
可
を
殘
す
に
過
ぎ
か
い
も
の
と
な
0

た
0 

.

『

布

帽

子

製

造

エ

組

合

』

は
ー
，
九

〇
1

¥

九
個
の
.

地
方
組
合
の
結
合
せ
る
，も
の
で
、
當
時
此
產
業

H

於
て
は
、
’苦
汗
作
業
が
廣
汎
に
行 

は
れ
、
勞
獄
間
に
も
制
限
が
な
く
、
所
謂
餘
蝦
に
自
宅
に
於
て
生
產
せ
ら

.
れ
る
狀
態
で
あ
つ
た
の
，に
刺
戟
せ
ら
：れ
て
，成
立
し
た
。
而 

し
て
此
組
合
は
赁
銀
勞
働# ;
§

_

極
の
解
放
丼
び
に
協
同
的
社#
.

の
紐
織
を
西
的
と
し
、
成
立
後
直
ぢ
に
與
敢
な

.：

る

関

爭

を

な

し

、

.
一 

九

〇1
1

苹

及

び1

九
.

〇

一

ニ

年

に

亘

つ

'

て

、

一
一
ユ
ー

•

ヨ
ー
ク
及
び
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
於
て
總
ロ
ッ
.

ク
.
ア
ウ
ト
に
遭
遇
し
た■
が
、
十 

週
問
の
後
、'
遂
に
紐
合
の
勝
利
を.確
實
に
し
た
。
併
し
乍
ら
ニ
ユ
ー
•

ョ
ー
ク4 '
び
シ
カ
ゴ
、
サ
シ
，
•

フ
こ
フ
ン
ジ
ス
コ
、
典
他
八
玉
«

多

數 

.

の
郤
饰
に
於
げ
る
事
業
主
は
、

一
九
〇
四
¥

及
、び
ニ
九◦

五
年
に
も
幾
囘
か
ロッ
ク
ア
ウ
ト
を
宣
告
し
、
其
結
课
ク
ロ
ー
ズ
ト
•
シ
ョ
ッ 

ブ

の

原

則

が

確

立

せ

ら

れ

る

に

至

つ

，
た

。

‘

加
之
、
此.
_

雜
は
婦
人
帽
子
製
造
エ
を
も
刺
戟
し
て
、

.

紐
合
を
組
織
せ
し
む
る
に.至
つ
た
。 

共
後
も
毋
敢
な_

邻
を
繼
續
し
て
、In

_

休
日
制
度
：を
施
行
し
、
個
數
勞
爾
の
弊
害
を
改
善
し
：、
賃
銀
の
堺
額
に
も

.
成
功
し
た
。
而
し 

て
一
九
1

五
平
に
は
藥
業
主
の..團
體
た
る『

婦
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帽
子
製
趙
業
者
保
護
組
合

』
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此
組
合
ば
.

1

九
.
〇
ニ
年
以
來『

ア
メ
リ
ヵ
勞
働
聯
合

』

に
加
盟
し
た
が
、
1

九
一
五
年
に
至
つ
て
同
じ
く
加
盟
せ
る

『

合
同
製
帽
エ
組 

合』
(
u
n
i
t
e
d

 
H
a
t
t
e
r
s
.
)

と
の
間
：に
、
.
境
界
の
問@

に

就

て

不

和

を

圈

し

、

一
^

一

 

八
年
自

#

的
に
.『

ア
メ

リ

力

■勞
働
聯

合』

よ

り

脫

退 

し
た
。
然
.
る
に1
九
1

: 0

に
■
至
つ
て
兩
組
舍
の
合
同
が
計
勘
せ
ら
れ
た
が
目
的
を
達
成
せ
ず
、
其
後

r

布
帽
子
製
造
エ
組
合』

は
婦
人
惰.' 

製
造
エ
を
加
入
せ
し
め
る
こ
と
と
し
、
名
稱
を

『

國
際
布
帽
子
婦
人
精
子
製
造
エ
組
合

』
(
c
l
o
t
h

 

H
a
t
,
:

 

C
a
p

 

a
n
d

 

I

I

 w
o
r
k
e
r
s
、 

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l

 

u
n
i
o
n
)

と
改
稱
し
て
今
日
に
及
ん
で
办
るo 

•

『

國
際
弔
皮
エ
組
合』

は
合
衆
國
及
び
ヵ
ナ
ダ
の
組
合
を
結
合
せ
る
の
で
、
二
九
一
三
尔
成
立
せ
る
當
時
よ
り

『

ア
メ
リ
ヵ
勞
働
櫧
合』 

に
加
盟
し
て
ゐ
る
？
共
主
と
し
て
活
動
す
る
方
面
は
、
勞
働
時
間
、
賃
銀
等
の
如
き
職
業
上
の
直
接
の
利
益
を
擁
謹
す
る

こ
と
，
で
あ 

石
。
而
し
て
彼
等
の
爲
し
た
る
ス
ト
ラ
ィ
キ
の
內
特
筆
す
べ
き
も
の
は
、

一
九
一
ー
〇
年
の
一
一
ュ

1

•

ョ
ー
ク
に
於
け
る
も
の
で
、
皮
等 

は
四
月
よ
り
十一

一
月
ま
で
闘
部
を
繼
續
し
た
る
後
、
終
に
財
政
的
破
綻
よ
り
事
業
主
に
屈
服
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
つ
た
0
次
に
一
夂
ー
一 

六
年
一
ー
月
に
は
共
產
主
義
者
の
指
等
に
よ
る
ス
ト
ラ
ィ
キ
が
行
は
れ
た
が
、
六
月
に
至
つ
て
滕
敗
相
半
す
る
妥
協
的
解
決
を
見
る
に
至 

つ
た
0

併
し
右
製
派
は
こ
れ
を
以
て
等
働
組
合
の
失
敗
に
數
ベ
て
ゐ

.
る
。
尙
ほ
一
九
三
〇
年
の
大
食
に
於
け
る
報
吿
に
よ
れ
ば

、

It
m
 

合
は
瑰
在
七
千
の
加
入
容
を
有
す
る
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。
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四
其
他
の
産
業
に
於
け
る
産
業
別
勞
働
組
合

次

に

纖

維

業

に

於

け

る

產

業

別

勞

働

組

合

を

觀

察

し

や

ぅ

。

ー

.九
〇

ー

年

旣

に

纖

維

業

に

於

て

は

各

種

の

職

業

別

勞

働

組

合

が

#

在
丨 

し

て

ゐ

た

が

、.こ
の

年『

合

同

纖

維

勞

働

客

組

合

』

が

組

織

せ

ら

れ

『

ア

メ

リ

ヵ

勞

働

聯

合

』

に

加

盟

し

た

。

此

組

舍

は

被

服

業

に

於

け

る
 

『

合

同

被

服H

組

合』
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G
a
r
m
e
n
t

 w
o
r
k
e
r
s
)
.

と

同

檨

に

反

動

的

で

あ

り

、

纖

維

業

に

於

け

る

產

業

別

勞

働

組

合

と

し

て

は

遊
 

だ

貧

弱

な

も

の

で

、.主
と

し

て

熟

練

勞

働

考

に

注

意

を

拂

ひ

、

頗

る

退

嬰

的

方

針

を

守

つ

て

ゐ

.た
。

此

外

に

前

述

の

組

合

か

ら

一

九

一
 

六

年

分

離

せ

る

『

ア

メ

乂

ヵ
.
^
エ̂

組

合』
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T
e
x
t
i
l
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e
r
a

.f?.ves)

も

.あ
る

が

、
前#
と

！̂

:
の
；孰1

エ

を
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.、王
と

す

る

「

堅

實

安

全」

な

る

組

合

で

、

頗

る

非

戰

岡

的

、

.制
限

的

組

合

で

：あ

つ

た

？

斯
0
如

く

し

て

，
一

九

一

九

年

四

月
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ア

メ

リ

力

合
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維

勞

働
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組
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a
l
g
a
m
a
t
e
d
'
T
S
H
e

 

wo
r
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A
n
l
e
r
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が

組

織

せ

ら

れ

た

る

當

時

に

於

て

は

、
凡

そ

九

十

萬

の
 

非
紐
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此

產

業
.に
於

て

組

合

紙

織

が

迅

速

に

發

展

せ

.ざ
り

し

理

沿

は

種

々

あ

る
0
古

き

纖

紲

勞

働

者

の.組
合

が

保

守

的

で

あ

つ

た

：こ

.と

も

ー

.

つ
の
戚
因
で
あ
る
が
、
事
業
の
性
質
上
作
業
を
容
易
に
.

習
得
し
得
る
爲
め
に
、
女
子
及
び
少
苹
勞
働
漭
が
多
數
で
あ
つ
た

.

こ
と
も
1

つ

の

原

因

で
.あ
る

0
.加
之

ノ

此

產

業

が

大

規

模

に

し

て
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々

.の

'0
:
程

を

會

む
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と

は

、.與
に
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の

原
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を
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し

て
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物

機

械
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莫
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す
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模
0
土

^

_ 

太

土

場

の
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を
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す
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困
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げ
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興
業
別
勞
働
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：運
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子 

|
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八

C
I
U
1

九
六：)

は

；
工

場

が

小

：
规

极

：
で

#]

合
it

不
安̂

で
.

あ
つ
.

て
、
；：勞
働#

を
«

織
ず
.
る
こ
と
ほ
前
赛
に
於
げ
る:̂0

も
遥
が̂ 

ゐ
るo

 

.

.

'..
1

九

I

九
年
、

.,
' 

-マ
サ
チ
>

1

:

セ
：..ッ
ツ
：州
13
.

十

レ
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縮
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つ

た
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の
热
南
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賃
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の
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し
た
が
、

一
般
の
勞
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れ
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れ
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は
ス
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ラ
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命

運
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で
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、

<:
•
れ
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せざ
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に
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た
0

加
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イ

キ
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て
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府

は

極
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な
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趣
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然
る
紀
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抗
主
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暴
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行
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訴
へ
な
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つ
た
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熟
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組
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勞
働
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ス
ト
ラ
イ
キ
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し
得
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と
を
明
に
し

、瓦

つ

多

數

の

.外

國

生

れ

の

勞
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者
の
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牲
的
援
助忆

ょ
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.、十
六
週
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た
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「
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士

き

勞

働

組

合
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す

る

反
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が
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ら
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立の
紐

合
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組
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ず
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組
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組
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參
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を
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總
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。
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。
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；
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ユ
ー•
ダ
ブ
'

ル.
ユ
i

が
階
級
闘̂

の
理
論
を
植
付
け
た
。
併
し
斯
の
如
き
思
想
.
に
同
感
し
傅
ざ
る̂

も
あ
り
、
又
無
關
心 

の
渚
も
尠
く
な
か
つ
た
々I I
合
の
®

渚
は̂

^

㈱

勞
働
#

の
援
助
を̂

要
と
：す
る
こ
と
をy
 

■

想
ま
f

利
己
主
義
と.
の
，兩
方
面
よ 

々
、
熱
心
に_

勞
働
奔
が
認
め
る
こ
と.を信じた。'

:.
.

.

ノ
 

■
_

.
‘ 

；

：
ン
'

'

V
『

合
同
纖
維
勞
働
容
組
合

』

は
成
立
後
數
ヶ
月
間
に
急
速
な'る
發
展
を
爲
し
た
。
各
塊
の
，ス
ト
ラ
ィ
キ
に
於
て
勝
利
を
ボ
め
、
團
體
協 

約
を
締
給
し
、
：
ク
.ロ
 

i

ズ
ド
>

:

シ.
：ョ
ッ
プ
制
度
を
確
立
す
る.に
至
；
つ
：た

處

も

；あ

.

る
O

V

而

し

て

4

九」

九

年P

大

俞

に

於

，
て

は

.
五
萬
.
.の
組
：
 

合
1

を
有
す
る
こ
と.
亦
報
告
せ
ら
れ
た
？
併
し
此0

姐
：合
|€
,

對
し
て
は
翦
業
主
及
び
ニ
般
公
衆
よ
り
非
難
が
加
へ
.

ら
れ
た
。
集
#
は
禁 

止
：せ.
.
^爪
、

；

7

 メ
;?

力
.に
ソ
ヴ
ィ
ラ
ッ
ト
政
俯
を
遽
設
す
る
匕
と
を
泪
的
と
す
る
も
の

^

ァ
.

メ
メ
力
：
.
に
：於
け.
：る.
_

業
：別
勞
働
龃
合
運
動
，

I

難
. 

ニ九
-

.
(

5

九
.
七)

.
I
f 

i
.
J 

C
F
F

1V
.
» 

飞
，
f

f 

f 
-
c
r
: 
k
; 

:
»
t
r
L
>
- 

-
. 

- 
;
»
>
■>
»
>

 . 

LJ.
-
.
P
-
.
. -■-
.
»

 
- 
-

-

-

--

-

-

-

-

-

-

-

-
 

■

I
f .-,
'
、
.
？ 

.s 

- 

-
r 

u
-
~
!
f 

-
g
r
.
.

-;
. 

z
- 

j- 

,_!
•
,~l
-
.-s
-L
- 

f.

.-.IT
T
i

 
1J
r
>
-

「

-

-

-

-

-

-

-

»
N 

ト 

i
r
:
,

「

-r
.
, •■'■ 
.■ 

t 

,
.
»
.
.
^
r
.
«
M
h
l
f
.
.
.
-
.
! 

■ 

^
 

-
l
a
.

,.
f
i>:
v
.
t
.
‘
.
^
-
L
*

f-
~
.>.
.'.
..
-v
-:
-'
t
'3-
-~.
»-
- 

^

\

 

f
 

3 

i
z 

J 

£
»
> 

H 

-■ 

V

 S 

%
J
4
J
1 

7

t
r 

J 

3 

f 

i
t 

i
}
t 
r

-3
.
 
r

/

r

»
 

,
J 

 ヽ

I
 

L

t

l
 

-

/

I
 

« 

a
s
- 

> 

ぶ 

> 

f 

H
- ft
.
i
.



r

K

'9
.
'*
-

ft

於
け
.
る

窗

I

別

勞

^
^
合
嚴
翁
ー

^

-:

〇

(

1

三
九
八
ゾ 

.
達

を

阻

害

せ

Z

も
の
は
こ
れ
の
み
に
止ら
灰
ぃ
0 

'一
 

：
九
--
-

一
 

0

年
以
.
後
0

產
業
：の
：不
況
が"

紙
合
.
の
：財
政
上.
に
.
尠
か
ら
ざ
る
打
擊
を
加
へ 

た
o

.

加
之
-

击
き
-|
1

1

合
は
南
部
の
諸
地
方
に
勢
カ
を
扶
植
し
、
十
萬
以
上
9

加
入
者
.を

獲

得

し

た

°

而

し

て

彼

等

の

關

係

せ

る

举

議

の 

主
要
な
る
も
の
と1

て

は

、

一
九
一
ー
ー
ー
年
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ー
ユ
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1

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
に
於
け
る
ス
ト
ラ
イ
キ
、

.

一

九

ニ

五

年

一

一

ユ

ー

，
ジ
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！
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セ
イ
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ク
の
ス
ト
ラ
イ
キ
、

一
九

一

一
八
年
マ
サ
チ
：ユ1

セ
ッ
ツ
州
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•
ベ
ッ
ド
フ
矛
丨
ド
の
ス
ト
ラ
イ
キ
、
南
部
諸
州
に
於 

け
る
ス
ト
，フ
イ
キ
を
擧
げ.る
こ
と
が
出
來
るC

南
部
諸
州
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
.最
も
著
明
な
も
の
は
、
北
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
ガ
ス
ト
ニ
ア
の 

ス
ト
ラ
イ
キ.
.で
、

こ

れ

に

は

同

年

組

織

.せ

ら

れ

た

る

急

進

的

『

全

國.纖
縦
勞
働
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組
合i(
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i
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ノ
の
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蹯
が
世
人
の
注
意
を
惹
い
た
。
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維

勞

働
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紺
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述
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く

『
合

同

被

服

勞

働

衰

組.合』

と

其
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立

の

當

初

ょ

り

密

接

な

る

關

係

に

あ

つ

た

0
ス
ト

ラ

イ 

キ

の

際

に

於

て

は

、

尠.か
ら

ざ

る
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余

を

供

給

し

、
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，犠

牲

勞

働

者

を»3
|
取

る

な

ど

狻

助

を

惜

ま

な

か

つ

た

の

.み
な

ら

ず

、

兩11
1
合
 

は

そ

の
.前
文

に
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す

が

如

き

產

業

間

，
の

同

.盟
を
.建
設

す

る

に

至

る

努

カ

を

拂

つ

：た

0
併

し

乍

ら
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し
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0
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急

速
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：
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同

の

實

現

し

：
難

き

；
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を
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す

も
P 

一
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に

於
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合
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鐵

維

勞
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組
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は

他

の

纖

維

業.の
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脊
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密

接

な.る
關
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結

ぶ

努
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ゐ

る0
旣
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の

規

約

に

よ

れ

ば

此

の

聯

合
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は

加

盟

組

合

の
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主

權

に

于

渉

せ

ず

、
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協
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な
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擴

張
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敎
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動
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促

進
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と

.し
七

ゐ

る
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0
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る
が
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の
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に
於
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が
依
然
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拔
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ベ
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ゐ
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以
上
の
.

被
服
業
及
.び
纖
雜
業
に
於
け
る
產
業
別
勞
働
組
合
以
外
に
、
若
干
の

.
鹿
業
に
於
て
も
同
種
の
組
合
組
織
を
見
ll
1

,

す
。
併
し
乍

ら
典
多
く
は
呸
盛
な

：

る
指
緯
精
神
に
燃
え
た
る
も
、

.
1
.

時
の
隆
昌
を
傅
へ•
ら
れ
た
る
の.
み
.

で
、
現
在
忙
於
て
ば
旣
に
迸
耍
性
を
減
じ
た

る
か
、
又
は
全
く
其#
在
を
も
詳
_
に

し

な

い

も

，
の

で

あ

る

,0
そ
れ
故
に
此
處
に
は
唯
數
言
を
費
す
に
止
めや
ぅ
o..

第
一
に
擧
ぐ
べ
き
も
の
は
鐵
道
業
に
於
け
る
紐
合
で
あ
る
。
こ
の
方
面
に
於
て
は

『

ア
メ
リ
ヵ
鐵
道
紐
合

』
(
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r
i
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a
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l
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が
一
八
九
三
年
|1
1
織
せ
ら
れ
、
急
進
的
思
想̂
.

基
き
總
て
の
鐵
道
勞
働
考
を
包
括
し
•
僅
に
一
苹
に
し
て
總
數
十
五
萬
に
達
す

:

る
.
組
合
員
を
擁
す
る
に
至
つ
た
が
、
.此
年
の
プ
ル
マ
ン
工
場
の
ス
ト
ラ
ィ
キ
に
失
敗
し
た
る
結
果
、
,
一
八
九
七
苹
に
至
っ
て
遂
に
消
滅

し
て
終
っ
た.
。(

ブ
ル
マ
：ンH

場
の
ス
ト
ラ
ィ
キ
に
就
て
は
拙
稿

「

第
十
九
世
紀
末■

忙
於
け
る
ナ
メ
リ
ヵ.塔
働
運
動
.

の
槪
觀」
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前
出
、

五
一
ー
五
7]
:

へ»

。
こ
の
.
組
合
が
.
急
進
的
な
り
し
に
反
し
、

ー
九
0

ー
年
組
織
せ
ら
れ
た
る

『

ア
メ
リ
ヵ
鐵
道
勞
働
者||
1

合』

^

日
6

1

^

1

1

一
 

l

l

n

.

o

f

.匡

w
a

y
w

l
o

は
f

保
守
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
蜂i

: 

思
想
に
ょ
り
て%

導
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
我
等
の
创
造
せ
る
富
(0
.
公
平
な
る
分
配
を
確
保
す
る
最
も
提
き
仲
介
機
關
と
な
る
で
あ
ら
ぅ

J

 

| 

1

と
云
; 0

て
ゐ
る
.0
.

彼
等
は
明
か
に-
ス
ト
ラ
ィ
キ
に
反
對
し
、
偏
狹
な
る
感
情
に
支
配
せ
ら
れ
、

.

人
種
的
辟
見
を
捨
て
ず
、
共
同
戰
線
の 

I 

必
要
に
就
て
全
く
盲2
1

で
.

あ
る
-0
.

こ
の
組
合
は
今
尙
ほ
シ
ヵ
ゴ
に
本
部
を
有
す
る
が
見
る
べ
き

.
事

業

を

有

た

な

，
い

0

ァ
メ
リ
ヵ
に
於.け
る
策
業
別
勞
働
組
ム0;揮
動
ー
班

 

三
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(

一
三
：
九
九

)
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:

獨
^

V
,

パ

r
f

違

，
^

ュ
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1

f
c 
.
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r .
>

=

v

>

' K
:

.

者

る

：座

業

別

勞

働

紐

合

運.動

一

班
-

.

'

a

;

.

c

m

o

o

)
次

に

金

麗
^
於

^
は

_
.
1
.
九

ニ

0
帮『

ア

，
メ
.：リ
カ

冷

同

金

屬

勞

働

者

組

合

』

：が

組

織

せ

ら

れ

ノ

鐵

道

阈

府
'、
：
ソ

ッ

ト

• 

ロ

シ

ア
 

の

|
認

專

を

主

張

し

：：て

ゐ

る

が

、

一

九

.

H

七

部

以

後

に

於

て

は

：其

動

靜

を

知

る

と

も

が

出

來

な

い

。

食

料

品

を

：取

极

ふ

勞

働

渚

の

.問

に
 

於

て『

合

同

食

料

品

業

勞

働

容

國

際

組

合

』
w

-orkers 

in 

the 

A
m
a
l
g
a
m
a
t
e
d

 

F
o
o
d

 

Industries
)

が

一
九
一一3
:4"
五 

月

組

織

，せ

ら:^
た

。

こ

れ.は『

.勞

働

B
合敎育聯盟艮

e 

u
n
i
o
n

 

Educational 

L
e
a
g
u
e
)

..
と

友

說

的

關

係

を

保

ち

、

後

に

『

合

同
 

食

料

品

勞

働

渚

組

合

』
身

P目
ted 

w
o
o
d

 

w
o
r
k
e
r
s
)

と

改

稱

し

て.現
在

に

及

ん

で

ゐ

る

。

最

後

に

一

九

ー

0
年

十

ニ

月『

ア

メ 

リ
：'力
合

同

煙

寧

勞

働

者

鈕

合

』
(
A
m
a
l
g
a
m
a
t
e
4

 

T

'&acco 

.workers, of 

A
m
e
r
i
c
a
)

が

成

立

し

た

が

、

典

活

動

に

就

て

は

多

く

知

ら
 

れ

な

い
°(
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？
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3
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&
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a
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_
> 
メ

リ
力

に
.於
け

る

產

業

別

勞

働

紐

合

は
.旣
に

，
述

ベ

た

る

が
如
く『

ア

メ
リ
カ勞
働

聯

合

』

に

.加

盟

：
せ

るも
の
と
加

盟
せ

ざ

る
も
の
と 

に

大

別

す

，る

こ

と

が

坐

來

ー

る

°

此

處

fc.主
と

し
，て取
扱

ひ

た
.'る
は

笫

二

に

『

ア

メ
リ
.カ
勞

働

聯

合

』

に

加

盟

せ

る

炭

坑

夫

の

紐

合

、
金
8
 

坑

夫

の

，
紐

合:'
酸

造

エ

の

紐

合

の.三
つ

.で
あ

る

。

而

し

て

第1
1に

獨

立

せ

る

姐

合

と

し

て

は

先

づ

鑛

業

關

係

の

『

合

同

被

服

勞

働

容
 

紐

合』

と

栽

雛

業

關

係

の

紐

合

を

取

扱

ひ

3
次

で

纖

維

勞

働

老.の
|]
1
合

を

取

极

ひ

、
、
11
に

轉

じ

て

鐵

遒

業

、

金

屬

業

、

食

料

品

業

、

煙
 

萆

業

に

於
^
る

各

個

め

組

合

に

と

言

及

し

た

の

で

あ

る

o.
併

し

乍

ら

アメ
リ
力

に

於

け

る

產

業

別

勞

働

鈕

合

と
し
て
は
、此
外

に

仅

极
 

祐

ぬ

权

な

ら

ぬ

別

個

の:«
合

が

ぁ

る
0
そ

れ

は『

ァ

：ィ
.ダ
ブ

ル

：
ュ

！

ダ

ブ

ル

ュ

ー
』

で

あ

る
。『

ア
イ
•
ダ

ブ

ル

ュ
ー
•ダ
ブ

ル

ュ
1
.
r

は

或

意

味

に

於

て

は

、

旣

に

論

述

せ

る
種

々

の
紐
合
ょ
り
も遙
か

に
M
耍
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
。

併

し

乍

ら

そ

の

初

期

の

運
 

動

に

就

て

は

詳

論

を

試

み

た

。

(

拙

稿「

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

戰

爭

以

前

の

ア

メ

リ

カ

勞

働

組

合

運

動

」

前

出

、

八

八

丨

ー

〇

六

员

)

而

し

て

北

ハ

後 

の

發

展

に

就

て

は

こ

れ

を

他

の
機
#

に
譲
つ
て

、

此

處

で
一
と

先

づ

本

稿

を撊
筆
す

る

こ

と

に

し

よ

う。(

完)

(

昭
和
七
年
八
月
二
十
五
日
稿
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